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表紙に使われているロゴデザインは、
平成 11年に、教養学部創立 50周年を記念して、
東京大学大学院総合文化研究科・教養学部の新たなシンボルとして作成された。
東京大学の伝統的なシンボルであるイチョウを 3枚重ねることにより、
学部前期・後期・大学院の 3層にわたる教育の融合と創造、
学問の領域を越えて世界に発展する駒場の学問の未来をイメージしている。
制作は（株）禅の石塚静夫氏。
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大学院総合文化研究科広域科学専攻は，175 人の教員から成り立っている（2009 年 12 月 31 日現在）．そ
の内訳は，生命環境科学系 59 人，相関基礎科学系 77 人，広域システム科学系 39 人である．この他に，各
系あわせて客員教授・准教授 6 人が教育研究に携わっている．研究実績は，後に続く業績リストを見ていた
だければ分かるが，年々増加の傾向にある．広域科学専攻の大学院博士課程在籍者は，221 人，修士課程在
籍者数は 229 名（2009 年 11 月 1 日現在）となっている．

昨年も述べたが，理系の大学院を志望する学生がだんだん先細り傾向にあることは，東京大学のみならず，
日本のすべての大学が抱えている問題で，科学技術立国を目指す我が国にとって大問題となっている．総じ
て人口の大幅な増加はもう望めなくなっているにもかかわらず，我が国では高い知的能力と高度な技術を
もった人が大勢いるからこそ，新しい領域や先端分野で世界に伍して戦えるのであって，この能力を維持し
高めていくことこそ，21 世紀の科学戦略といえるのである．また，高齢化，少子化の波は，21 世紀に入っ
てから大きくなるばかりである．2009 年の 5 月の段階で，14 歳以下の子どもの割合は 13.4％，65 歳以上の
老人は 22.5％となっている．すでに，我が国の 4 人に 1 人が 65 歳を超える時代になってきているのである．
このような時期における高度な大学院科学教育は，我が国の将来を左右する重要な生命線となる．

我が国が科学の分野で生き残る戦略の 1 つが，地球環境問題であり，また，生命科学をはじめとする各分
野における学際領域である．私たちの広域科学専攻の特徴の 1 つが，数学，物理学，化学，生命科学，身体
運動科学，情報科学，宇宙地球学，心理学，地理学，科学史 ･ 科学哲学，科学技術論などの多分野の研究者
の集合体であることであり，特に理系分野の境界領域と言われる，自然現象の数理モデル，物理化学的手法
を駆使した生命科学計測，環境健康科学，環境生態学，心理現象の科学的解析，科学技術倫理などでは先鋭
的な研究が行われており，顕著な業績によって顕彰された若手教員も多かった．

また，東京大学が新しく行おうとしている前期，後期教育の中には，国際レベルの科学教育や環境エネル
ギー教育が挙げられているが，これと強く関連した大学院教育を行う素地がつくられ始めている．その一例
が，昨年度から始めた大学院生の国際化事業である．博士課程の学生に対して海外で開催される国際研究集
会に参加し，研究成果の発表を行うことを奨励したところ，昨年も今年もそれぞれ 12 人の方々に渡航費を
援助することができた．このような発表経験は，博士課程の学生にとっては重要であり，必ずや将来の研究
にも役立つものである．帰国後の報告の中にも，そのようなものが多かった．もちろん今後も，予算の許す
限り続けていきたいと考えている．

一方，修士課程の学生に対しては広域科学専攻奨励賞を設定し，学問その他の分野での努力に対して表彰
することにしたが，この対象には，原著論文を書き，国内での学会発表経験をもつ学生を想定したため，数
も限られ，やはり修士の段階では研究に差をつけることが難しいことがわかった．これは次年度の課題とな
ろう．

ポスドク過多が大きな声で叫ばれ大学院生受難と言われている時代にもかかわらず，幸いにも，本年度は
大学院受験者が微増していることを考えると，広域科学専攻のような学際分野の発展は，現在わが国の新し
い科学の枠組みを作るためには必須であると考えられる．昨年度から取り組み始めた女子学生のための休憩
室の設置，博士課程研究遂行協力制度も軌道に乗り，育児中の大学院生など女性が安心して研究に励む環境
作りも順調に進行している．

広域科学専攻年報「 」第16号発刊にあたって

広域科学専攻の目指すもの
広域科学専攻長　石浦　章一
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環境応答論大講座

生命情報学大講座

生命機能論大講座

運動適応科学大講座

認知行動科学大講座

基礎システム学大講座

情報システム学大講座

自然体系学大講座

複合系計画学大講座

科学技術基礎論大講座

自然構造解析学大講座

複雑系解析学大講座

機能解析学大講座

物質計測学大講座

物質設計学大講座

数理科学研究科 数理科学専攻

生命環境科学系

総合文化研究科

言語情報科学専攻

超域文化科学専攻

地域文化研究専攻

国際社会科学専攻

広域科学専攻

相関基礎科学系

広域システム科学系

広域科学専攻の組織について
広域科学専攻には，駒場の数学以外の自然科学関係を中心にした教員が集まっています．

大所帯の専攻のため，専攻は 3 つの系に分かれています．これらの 3 系は，生命環境科学系，
広域システム科学系，相関基礎科学系です．さらに各系は大講座にわかれており，専攻全
体には 15 の大講座がおかれています（下図を参照して下さい）．本専攻に所属する各教員
は，大学院での研究・教育ばかりでなく，教養学部前期（1, 2 年生）・後期課程（3, 4 年生）
の教育も担当しています．また，この他にも教育や研究上関連の深い教員がグループを作っ
て活動する等，柔軟な運営がなされています．
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系紹介

生命環境科学系は広域科学専攻の一つで，生命科学の研究組織です． 現在 5 つの大講座（環境
応答論，生命情報学，生命機能論，運動適応科学，認知行動科学）に分かれていますが，実質的に
は，基礎生命科学，身体運動科学，認知行動科学の 3 つのグループに大分され，合わせて専任教員
58 名，兼担教員 8 名，系間協力教員 2 名がいます．

21 世紀は生命科学の時代です．20 世紀には構成成分を分離解析する生化学，細胞の構造と機能
をみる細胞生物学などが発展し、さらに，分子生物学とゲノム生物学の発展により生物がもつ情報
をすべて取り出すことに成功しました．遺伝子工学はその情報を操作することで，情報の意味を解
読し，生命現象へのかかわりを検証することを可能にしました．さらに緑色蛍光タンパク質などを
用いたイメージング技術の進歩で，遺伝子産物の局在やダイナミックな動きを見ることが可能にな
りました．21 世紀には，生命現象を複雑なシステムとして統合的に理解できるようになるでしょう．
また，高等動物の記憶学習と精神現象や地球生態系など，これまで記載が中心であったものも実証
フェイズに移行しつつあります．つまり，生命がもつさまざまな階層における要素を統合して生命
現象を全体として捉える生命科学の時代に入ったといえます．このような時代に必要とされる実証
サイエンスを担うのが生命環境科学系の目標です．

生命の構成要素は低分子から超分子，オルガネラ，細胞，組織，個体，集団とさまざまな階層が
ありますが，生命現象の本質を理解するためには，それぞれを要素に分割するとともに，それらの
要素間の相互作用の解明が必須です．また，生命の基本原理の一つに，恒常性と応答性があります．
これは，生命体が自律的に生きていくための重要な要件で，周りの環境との相互作用が重要です．
このような生命体内の相互作用，外環境との相互作用を実証的に明らかにすることも，生命環境科
学系の使命です．

このような複雑な生命システムを理解するためには，これまで発展してきたさまざまな分野のさ
らなる発展と有機的な統合が必要不可欠です．このために，上述の多数の教員の研究分野は，生体
分子化学，分子生物学，生化学，生物物理学，細胞生物学，器官生物学，スポーツ科学，認知心理
学，行動学，精神医学など多岐にわたっています．このように，われわれの系は幅広い人材を集め
て、本系ならではの特徴ある教員集団を構成しており，これだけ広い分野を有機的にカバーしてい
る集団は他にはないでしょう．われわれの系は生命科学の重要拠点として研究，教育に邁進すると
ともに，多くの若い人たちの活躍を希望しています．

生命環境科学系
系長　川戸  佳
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系紹介

19 世紀以来の科学の発展は目覚ましく，人類の生活を大きく変化させてきました．平均寿命は
戦争の時期を除いて着実に延びていますし，人々の生活も豊かになっているのは確かだと思います．
おそらく多くの人々が現代に生まれたことを肯定的に考えており，19 世紀以前の時代に生まれた
いと考えることはないでしょう．しかし，21 世紀に入ってから，資源の枯渇，環境破壊，人口爆
発と食料不足など，持続可能性の問題が改めて強く問われるようになってきました．仮に，これら
の問題の一端に科学があるとしても，問題の解決にはやはり科学，それも新しいタイプの科学が必
要であることは間違いないでしょう．そして，そのような新しい科学を切り拓いていくのは，若い
皆さんをおいて他にはありません．

20 世紀までの科学は，デカルト以来の要素還元論，すなわち問題を個別の要素に分解し，個々
の要素の性質を明らかにすることで対象を理解しようとする立場に基づくものでした．言い換える
ならば，従来型の科学とは対象を限定し，その限定された対象を精査しようとするものでした．し
かるに，先ほど挙げた現代社会における問題とは，自然法則の支配する自然界と，人間の意思で動
いている人間社会とが入り組んでいます．しかも，たとえば自然界のみを取り上げても，物理なら
びに化学エネルギー，気象，生態系など，多くの要素が密接に絡んでいます．このことからも要素
還元論の限界は，容易に想像がつくでしょう．

広域システム科学系は，自然界から人間社会にいたるさまざまなレベルの複雑な事象の解析や問
題の解決に，システム的な思考を駆使して，総合的・複合的に取り組むという理念のもとに研究教
育活動を展開しています．その対象としては，宇宙システム，地球システム，生態系，生命システ
ムといった自然システム，情報システム，工学システム，社会システムなどの人工的なシステム，
さらにそれらが複合化した環境システムなどが挙げられます．これらの多様なシステムを扱うため
には，さまざまな方法論を身につけて自由に操ること，さらに対象となるシステムに対して深い知
識を獲得することが必要となります．本系では，システム理論，数理解析，情報システム学，数理
統計学などの方法論を体得するとともに，物質，エネルギー，生命，生態，宇宙，地球，都市，社
会，地域，人間などの広範な対象に関する知識を身につけることができます．

本系に所属する教員は 49 名で，その研究分野は，情報システム学，生命社会学，自然体系学，
複合系計画学という 4 つの領域に大別できます．しかし，各自の領域が固定的なものというわけで
はなく，複数の領域にまたがって研究を進めている人が少なくありません．まだ確立した分野とは
言えない広域システム科学ですが，その理念をより強固なものとし，実践的な成果を上げていこう
としています．それには，最初に書いたように，何よりも若く意欲に富んだ大学院生の参加と活躍
に期待しています．

広域システム科学系
系長　山口  泰
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系紹介

相関基礎科学系は，広域科学専攻の 3 つの系の中で，主に「物質」をキーワードとする研究をす
る 77 名の教員（教授・准教授・講師 49 名，助教 28 名）からなる大学院組織で，ミクロからマク
ロにわたる物質の様々な階層に現われる固有の現象とそれらを貫く普遍的な法則の基礎研究（物理・
化学）を行う 4 つのグループと，科学・技術の「メタ」の研究（科学史・科学哲学）を行なう 1 つ
のグループなら成る，非常にユニークな研究組織です．

この 5 つのグループには，それぞれ，アルファベットの名前がつけられています．Aグループは，
科学史・科学哲学の研究者が集り，科学や技術とは何であるのか，という基本問題を，歴史的，哲
学的，倫理的あるいは社会学的観点から解明することを目的とする研究を行っています．Bグルー
プは，素粒子・原子核とその相互作用の研究，特に，重力も含めた相互作用と物質の統一理論をめ
ざした超弦理論の研究，素粒子の標準模型の格子ゲージ理論による非摂動論的研究，クォークの複
合体であるハドロン・原子核の極限状態の理論的研究を行っています．Cグループは，原子・分子
のマクロな集合体である物質の様々な性質の研究，特に，量子力学基礎論から，強相関凝縮系の量
子多体問題，ランダム系の統計力学，生命現象をも含むさまざまな複雑系・非平衡系の数理的模型，
厳密に解ける数理模型など，様々な理論的な問題を研究しています．D グループは，物質の主に実
験的な研究を行なっていますが，研究方法や研究対象の違いによって，更に 2 つのグループに分か
れ，D1グループは，レーザーや粒子線（陽電子，反陽子，ミューオンビーム），NMR（核磁気共鳴）
などの物理的な実験手法を用いた，量子光学，半導体物性，超伝導体，量子原子気体，脳機能，生
命システムなどの広範囲な先端的研究を，D2グループは，分子やその高次構造体である高分子や
疑似生命体，物質の表面・界面などを研究対象とし，ミクロからメゾ，マクロにわたる物質の構造，
化学反応，非線形・量子ダイナミクス，新しい物質の化学合成と機能などの様々な先端的・融合的
な研究を，理論と実験の密接な協力で行っています．

この冊子では，この 5 つのグループは 6 つの大講座として分野横断的に分類され，紹介されてい
ます．これらの大講座には，異なるグループに所属する教員が混合されて配置されています．これ
は，「素粒子・原子核」と「物性」，或は「物理」と「化学」，などといった既存の分野の間の壁を
意識的に取り払って，分野間の交流を促進し，新しい研究分野の創造をめざそう，という相関基礎
科学系創設の理念をあらわしたものです．また，科学やその応用としての技術を一段上のレベルか
ら考察する A グループの存在は，これからの物質科学の在り方，その社会との関わりの中での発
展の方向も考えてゆきたい，という理念の表明でもあります．

相関基礎科学系は様々な分野の第一線で活躍する多くの優秀な教員を擁していますが，これらの
教員の指導の下でそれぞれの専門性をしっかり習得するだけでなく，異なる専門分野との交流から，
個々の研究領域を越えた学際的・融合的な研究，更には 21 世紀の新しい研究分野の創成をめざす，
意欲的な若手研究者の育成を目指しています．

相関基礎科学系
系長　松井  哲男
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TOPICS

駒場の学問は融合的だというが，本当に異分野にまた
がって融合的な研究をしている研究者は少ない．文理融
合という点では，私は 2009 年度に，フランス語で読む自
然科学のゼミを開いた．来年も続けるつもりである．理
系の中での融合として私が最近取り組んでいる課題に超
細胞構造形成がある．その中でも代表的な生物対流につ
いて，多分誰でも知っている例は赤潮である．赤潮は渦
鞭毛層やラフィド藻などの赤潮藻が大量に繁殖すること
で，魚のえらに詰まったり毒素を出したりして，漁業に
甚大な被害を与える自然現象である．赤潮藻は鞭毛を
使って光に向かって泳ぐのだが，水面に集まると，水面
付近の比重が大きくなって不安定化し，密集した細胞層
が沈み込むことで対流が起きる．このため，赤潮のブルー
ムはすじ状に見える．同様のことはフラスコに入れたク
ラミドモナスでも見られる（図1）．おそらく個々の細胞
には，こうした対流による構造形成をしようという意図
はない．少なくとも対流をするための特別な仕組みを持っ
ているわけではない．では，どうしてこういう現象が起
きるのだろうか．この現象は，既に 1860 年に当時著名な
植物学者だった Nägeli が記載している．その後，20 世
紀初頭に研究があるものの，1961 年に bioconvection と
いう名前が与えられるまで，詳しい仕組みの研究は行わ
れてこなかった．1970 年代以降，流体力学の分野で盛ん
に研究が行われ，重力に逆らって遊泳する細胞が引き起
こす不安定化に基づく非平衡系として，シミュレーショ
ンが行われた．しかし，生物学からの研究は少なく，パター
ンの観察にとどまっていた．

私は，3 年ほど前からこの課題に取り組み，側面から
観察する顕微鏡を使って高速画像撮影より，泳いで集ま

る細胞の動態を直接観察することに成功した．また，細
胞と培地の密度を逆にすることで，容器の底面側に細胞
を集めて倒立対流を作らせることにも成功した．これは，
生物対流が重力によって起きていることの直接的な証明
でもある．こうした実験の結果，対流が起きる前段階と
して，水面または底面に多数の細胞が集まる過程がある
こと，また，集積した細胞が突然吹き出しを作って流れ
出すことによって対流が始まることがわかった．これま
でのシミュレーションは，定常的な流れができたとする
とこういう対流になる，というものであったが，そもそ
も吹き出し現象がなければ対流は起きない．では，吹き
出し現象はなぜ起きるのか，ということになると意外と
難しい．細胞と培地の比重の違いによって重力に対して
不安定化しているとしても，細胞同士がしっかりと集まっ
ていれば，細胞層が崩れたり吹き出すことはない．従来
の単なる物理的な不安定性の理論だけでは，生物対流は
理解できないのである．今のところ考えられる筋書きは
以下のようなものである．

話を倒立対流にしぼって説明する．クラミドモナスの
細胞を 107 個 /ml 程度の濃さでパーコールに懸濁したも
のを透明な容器にいれ，下から光をあてるという実験系
を使う．パーコールは葉緑体を分離する際に用いられる
修飾シリカゾルからなる媒質で，比重約 1.05 のクラミド
モナスに比べて約 1.13 と比重が大きい．このため，細胞
は水面に集まってくる．クラミドモナスは緑色光に集ま
るので，下から緑色光をあてると，細胞は一斉に下に向
かって泳ぎだす．やがて，容器の底には細胞が集積して
ゆく．細胞が集まると集積層の表面の細胞が受ける光は
弱くなる．おそらく遊泳する時は弱い光に対しても光走
性を示すのだが，集まっている細胞は泳ぐことはできな
いので，光が弱くなると集まる力が弱くなるらしい．そ
もそも泳げないのにどうやって集まっているのかは今の
ところ謎である．ともかく，細胞層の上の方では，下に
集まる力が弱くなる．このため，パーコールよりも比重
の小さな細胞は浮き上がる力に負けて上昇する．こうし
て不安定性が出現する．細胞の集まる力と浮き上がる力
のバランスが崩れると細胞群の吹き出しが起きると考え
られる（図2）．ここでは，生物的な力と物理的な力の両
方が釣り合っていることが特徴である．しかも生物的に
考えた場合，生物対流を作るための仕組みが特別にある
ようには思えない．そうなってしまうというだけである．

超細胞構造形成　─ 生物学と物理学の
あいだで
生命環境科学系　佐藤  直樹

図 1　クラミドモナスの培養液を静置した時に見られる縞模様
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それでいて，赤潮の例をみても，進化の過程では，有利
な選択形質として機能してきたに違いない．生物対流を
引き起こす遺伝子があるのか，といわれると，特別に生
物対流のための遺伝子があるとはいえない．光に集まる
ことや遊泳することに関わる遺伝子はあるが，生物対流
の遺伝子は存在しない（に違いない）．ここからタイトル
に書いた，生物学と物理学のあいだという考えが浮かん
でくる．

この吹き出し開始現象をまねた非生物実験系を考案し
た．それには磁性流体というものを使う．これは，酸化
鉄の微粉末を液体（水でも油でもよい）に懸濁し，安定
な懸濁液としたもので，磁場の中におくと，酸化鉄が液
体ごと移動する．倒立対流の実験と同じように容器に油
性の磁性流体を入れ，下から電磁石で引き寄せる．上に
は磁性流体よりも比重が大きな塩化セシウム溶液をのせ
る．塩化セシウムは超遠心によって DNA を精製する時
に使われる物質で，非常に重たいのが特徴である．電磁
石に通す電圧を下げてゆくと，磁性流体の表面が盛り上
がり，やがて浮き上がってゆく（図3）．その様子は生物
対流開始時の吹き出しとよく似ている．この場合には，
磁性流体を引きつける力が電磁石から離れるにつれて弱
くなり，電圧を限界まで落とすと，磁性流体に働く磁力と，
比重の差による浮力とのバランスが崩れて不安定化する．
光によって引きつけられている細胞の場合も，上ほど引
きつけが弱くなるので，事態はよく似ている．実験のや

り方が違うのは，クラミドモナスの
場合，細胞が集まるにつれて集積細
胞層が厚くなり上部が不安定化する
が，磁性流体で同じ状況を作ること
は難しいので，便宜的に磁場を弱く
しているためである．このように，
生物対流開始の吹き出しと磁性流体
の実験は，2 種類の比重の異なる流
体（細胞層も流体と考える）が重層
されている時の不安定性として，問
題を一般化して考えることができそ
うである．しかし，両者で違う点も
ある．細胞が集まるのは細胞同士に
働く生物的な力であり，磁性流体の
場合には，粘性以外に流体をまとめ
あげているものはない．慣性力に対
する粘性抵抗の尺度であるReynolds
数は磁性流体のほうがずっと大き
い．このため，二つの流体の密度比
は，生物対流実験の場合は 1.05─1.08
程度でよいが，磁性流体と塩化セシ
ウムの場合 1.18 程度以上ないと不安
定化しない．一方，吹き出しの速度
で比較すると，磁性流体の上昇は一

瞬で終わるが，細胞塊の上昇はゆっくりと起きる．
こうして，生物対流開始の吹き出し現象を磁性流体に

よってまねることができるように思える．生物が示す現
象の中には，どこまでが生物的な現象で，どこからが物
理的な現象であるのか，区別が難しいものがある．筋肉
のアクトミオシンの収縮に関しても最後に力を出すとこ
ろは，ラチェットによる揺らぎの制御であるという説が
ある．駒場でたくさんの研究が行われている光合成の初
期過程の理解にも，物理化学的な内容が深く関わってい
る．ここ 20 年ほどの生物学の研究は遺伝子の科学であっ
て，遺伝子を操作することによって生命現象を理解しよ
うとしてきた．しかし，生命現象の中には，遺伝子を変
えてしまっては解析できないものもあるように思う．実
際，最近の分子生物学は，ゲノム情報の解明を背景として，
分子間のネットワークを扱うようになった．しかし考え
てみると，ある分子を改変した効果が，ネットワークの
中でどのように表れるのかは簡単には予測できないこと
も多い．代謝系の改変によって有用物質を大量に生産す
る代謝工学という学問分野があるが，目的の産物を直接
作る酵素を補強しても簡単には目的を達成できず，別の
ところを変えると案外目的の産物を増やすことができる
ことがあるらしい．生体を構成している物質の性質を調
べるには，分子生物学や生化学は有効であるが，生き物
が生きているということそのものを研究するには，別の
アプローチが必要なのではないか，と思うこの頃である．

図 2　パーコール中でのクラミドモ
ナスの倒立生物対流の開始
図の左下は時刻を示す．30 秒以降，
下から緑色光を照射．モノクロ毎秒
20 コマの撮影．
画面の横幅は約 1 mm．

図 3　磁性流体が示す磁力と重力の
釣り合いによる不安定性
下には電磁石があり，容器内には，
磁性流体とそれよりも比重の大きな
塩化セシウム溶液が入っている．磁
性流体を保持できる限界の電圧まで
下げたときに起きる磁性流体の上昇
を観察した．毎秒 600 コマで撮影し
た画像を 200 コマごとに示す．
キュベットの横幅は 10 mm．
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はじめに

空中写真の判読と露頭観察を通じた活断層の推定作業，気
球を使った風の観測と自動車での気温測定によるヒートアイラ
ンドの分析，地図投影法を踏まえたオリジナルな地球儀の作成
など，地理学教室で学んだことは理系っぽいことが多いのです
が，研究の方は，どちらかというと社会科学に入る経済地理学
一筋できています．経済地理学といっても比較的幅が広く，産
業立地，地域経済，都市に関わる理論から実態分析，政策ま
で行っています．理系の方々との接点ということで思い浮かび
ましたのが，イノベーションに関わる話題で，以下では私およ
び私の研究室の大学院生が関わっている地域イノベーションに
ついて，最近の研究動向を紹介させていただきます．

知識フローの空間性

知識のスピルオーバーや知識フローに関する研究は，イノ
ベーションへの関心の高まりとともに，近年とても増えてきて
います．どんな話なのか，「ヨーロッパの産業におけるイノベー
ション関連知識のフロー（KNOW）プロジェクト」の成果をみ
てみましょう（Caloghirou et.al.eds.,2006）．

伝統的な知識フローの指標としては，①科学をベースとした
指標（特許，文献引用指標など），②技術に関連した指標（R
＆ D 投資や機械・装置の輸出入，企業，大学，研究機関の技
術協力などのデータベースなど），③人的資本指標（高度人材
のストックおよび移動に関するデータなど）があげられます．
これらの問題点としては，イノベーション活動に使用される知
識フローの間接的な測定に留まっていること，コード化された
知識に限定され，暗黙知や人に体化された知識を評価できない
こと，知識フローの複雑さを把握できないこと，などが指摘さ
れています．実際の知識フローは，知識そのものの特性，企業
の戦略や企業文化，吸収能力，競争や協調の状況変化に応じて，
必ずしも単線的なフローにならず，チャネルの切り替えも含め
て多様な知識フローが複雑に絡みあっています．

こうした限界を克服するために，KNOW プロジェクトでは，
知識フローの新たな指標化を試みています．そこでは，1）知
識源泉の組織（①個人，②他の企業，③学術部門（大学，公
的研究機関），④政府機関），2）知識伝達のチャネル（①文書的，
②音声的，③電子的，④個人的，⑤製品・サービス，⑥共同），
3）チャネルの属性（①階層構造，②内部化，③価格，④制限），
4）知識のタイプ（①市場知識，②科学知識，③技術知識，④

戦略的知識）といった操作基準が設けられています．
以上の知識フローの指標化を経て，KNOW プロジェクトで

は，欧州の 7 カ国，558 企業に対する電話インタヴュー調査を
実施しています．その結果，①新しいアイデアの入手について
は，見本市や会議への参加，科学雑誌もしくはビジネス雑誌の
購読が全体としては多く，競争相手の製品の技術分析（リバー
スエンジニアリング）も有効なものの，特許データベースの探
索はあまり一般的ではないこと，②イノベーションの保護につ
いては，ドイツやオランダの化学企業を除く多くの企業で，特
許は重視されていないこと，③どの国でも，企業内部の知識が
高く評価され，とくにドイツやイギリスでこの傾向が強い一方
で，オランダの企業ではオープンなイノベーション環境が重視
されていることなど，興味深い傾向が多く指摘されています．

ただし，国別・産業別には検討されていますが，国内の地域
間の知識フローについては明らかにされていません．私の研究
室では，特定の地域内，国内の地域間，国内と海外など，ロー

イノベーションの地理学
広域システム科学系　松原  宏

凡例

産

学

公

S . S . ( k a )

K . I . T .

O . U . ( e )

K . U . ( a )

F . K .

O . S .

F . U . ( e )

K . U . ( e )

K . S .

図 1　 研究実施主体間ネットワークの総括図（近畿）
（2001 ～ 2007 年度経済産業省地域新生コンソーシアム研究開
発事業資料をもとに，與倉豊作成．以下の図も同じ．）

凡例

産

学

公

M . K .

I . K .

T . U . ( e )

S . S . ( t o ) Y . K .

Y . U . ( e )

I . U . ( e )

A . U . ( e )

図 2　研究実施主体間ネットワークの総括図（東北）
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カル・ナショナル・グローバルといった重層的な空間スケール
での知識フローの分析に取り組んでいます．以下では，そうし
た研究成果の一部（日本学術振興会特別研究員與倉豊の研究）
を紹介します．詳しくは，科学技術政策研究所のホームページ
より「日本における地域イノベーションシステムの現状と課題」

（Discussion Paper No.52）をご覧下さい．

 地域イノベーションの社会ネットワーク分析

日本でもさまざまな地域イノベーション施策がとられてきま
したが，ここでは「事業化に直結する実用化技術開発の促進」
を重要な目的としている経済産業省の「地域新生コンソーシア
ム研究開発事業」を取り上げることにします．同事業では，地
方経済産業局ごとに採択プロジェクトをライフサイエンス，情
報通信など 6 つの技術分野に区分していますが，2001 年から
2007 年に採択された 911 のプロジェクトを対象に，のべ 4,551
の研究実施主体の名称と所在地を電子データ化し，企業と大
学と公設試験研究機関，産学公の主体間ネットワークの構造を
可視化して比較するために，社会ネットワーク分析を実施しま
した．ブロック別の採択件数は，関東が 207 件で最も多く，以
下近畿（161），九州（125），中部（113），中国（79），北海道（76），
東北（69），四国（62），沖縄（19）の順となっていました．

地方ブロックごとに産学公ネットワークを比較してみますと，
関東，近畿，九州，中部では星雲状に巨大なネットワークが形
成されているのに対し，その他の地方圏ではネットワークの発
達は十分ではなく，分極化していることがわかりました．たと
えば，近畿地方をみますと，産業技術総合研究所の関西センター

（S.S.）が最も多くの共同研究相手を持ち，大阪大学（O.U.）や
京都大学（K.U.）の工学部などが次数中心性（図中の円の大き
さ）の高いノードとして存在し，これらと公設試や民間企業と
の共同研究の紐帯（図中の線の太さ）が形成され，巨大なネッ

トワークが形成されていることがみてとれます（図 1）．これに
対し東北地方では，東北大学（T.U.）と産総研（S.S.）の東北
センター，宮城県の公設試（M.K.）から成るネットワークが図
の左側に描かれる一方で，右側では岩手大学（I.U.），山形大
学（Y.U.），秋田大学（A.U.）の工学部と公設試，民間企業と
の共同研究開発のネットワークが目立っています（図2）．しかも，
2 つのグループ間の関係はほとんどみられません．

こうした可視化作業とともに，産，学，公の次数中心性など
を数値化することにより，地方ブロックごとのネットワーク特
性と政策的課題を明らかにしていくことが可能になります．こ
のほか，採択プロジェクトのなかから，事業化に成功している
ものを抽出し，ネットワーク図のなかで強調することにより，ど
のような産学公の関係が事業化しやすいのかについて考察する
こともできます．

ただし，これらの図には空間的視点が入っていません．そこ
で GIS（地理情報システム）を使って，共同研究主体の所在地
を点，関係を線で示し，技術分野ごとに地域間の関係を日本地
図に表すことにしました．たとえばライフサイエンス分野では，
関東や関西圏内，北部九州での近接的な関係とともに，それら
と北海道，北陸などとの比較的長距離の関係も強いことがみて
とれます（図 3）．こうした GIS 地図をもとに，共同研究主体間
の距離関係を技術分野ごとに集計してみると，製造技術では相
対的に近接性が重視され，情報通信や環境・エネルギーなど
の分野では遠く離れた主体間でも共同研究が多くなされている
ことがわかります（図 4）．

こうした分析結果は，「形式知」と「暗黙知」，「ものづくり型」
と「サイエンス型」といった知識フローの異なる類型と距離と
の関係を論ずる上で，重要な根拠を与えるものとなっています．

おわりに

以上，マクロ的な視点から知識フローの空間性をみてきまし
たが，私の研究室では，これとは別のアプローチから地域イノ
ベーションの実態に迫ることも重視しています．すなわち，特
定の地域を取り上げ，地域の社会経済史を十分におさえた上で，
現地での聞き取り調査により産学官の主体間関係を明らかにし
ていくというものです．
『産業立地』の 2009 年 1 月号で，山口県の宇部と山形県の

米沢を取り上げ，産業集積地域における地域イノベーションの
比較をしましたが，両地域に共通してみられる問題点として，
大学と中核企業・地元企業との関心，研究テーマの乖離があ
げられます．こうした乖離と関連して，産学連携の地理的側面
では，地域内よりも地域外の企業との関係が強くなる傾向がみ
られます．

知識フローは広域化するとともに複雑化し，地域イノベーショ
ンの現場は，少なからず問題をかかえています．産学連携のあ
り方を検討することは重要でしょうが，地域の自立と競争力を
維持・強化する上で，地域イノベーションに関する理論・実態・
政策の一層の発展が求められていると思うのです．

図 3　ライフサイエンス分野における研究実施主体間ネットワー
ク

図 4　技術分野ごとの距離帯別の研究開発の割合
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TOPICS

わたしたちの視覚世界はさまざまな種類の色彩で満ちてい
る．木々の色や衣服の色，空の色や虹の色，さらには，太陽の
色や最近話題になっている LED の色など，じつに多様な色を
毎日，目にしている．ある研究者によると，色彩の物理的・化
学的原因を調べていくと，15 種類にも及ぶとのことである．生
物学者や生理学者は，人間の視覚に現れる色彩のみではなく，
多様なサルをはじめ，ミツバチや金魚，あるいはハトなど，さ
まざまな動物が見ている異なった種類の色彩についても語って
いる．どの場合も「色」という言葉でまとめて理解されているが，
それらを生み出すメカニズムは非常に違っている．このように，
色彩現象は，じつに多様な種類のものが大雑把にひとつの概
念のもとで理解されているため，そのあり方を適確に理解する
ことは見かけほど簡単ではない．そのためまた，色彩は科学的
探究の対象となるのみではなく，哲学の問題への導き手とも
なっている．以下では，「色彩の多次元性」という観点から，
色彩現象がどのような意味で科学のみならず，哲学の問題とな
るのかについて，具体例に即して考えてみたい．

1　「色彩の多次元性」とは何か：
現象学的多次元性

ここにあるルチオ・フォンタナというイタリアの画家の作品
（図1：「空間概念，期待」，1965）をご覧いただきたい．この作
品では，キャンバスを切り裂いてできたスリット内の黒色とキャ
ンバス表面上の赤色の空間的性質の違いが顕著に示されてい
る．赤色はそこに表面が見られているため，視覚的な抵抗感を
感じるが，スリットの黒色の方はむしろそのなかに入っていけ
るように感じられる．心理学者 D・カッツの言葉を使うと，「表
面色（surface color）」と「面色（film color）」という色の現れ
方そのものに備わる空間性の違いである．このほかに，グラス
に入ったワインやビールなどの示す「空間色」，あるいはろうそ
くの輝く炎の示す「光輝色」など，さまざまな空間性質を示す
色の現れ方を区別できる．

ここで重要なことは，こうした多様な空間的特質は色彩に不
可分に備わる本質的な性質とみなしうる点である．多くの色彩
科学の教科書では，まず最初に，色彩の本性をなす三属性とし
て色相，明度，彩度が説明され，表面色などの性質はそれらに
後から加わった付帯的性質のような扱いがなされている．しか
し，わたしたちが実際に目にすることのできる色彩は必ず一定
の空間性をもって現れており，空間性なしの色は考えられない．
したがって，色の三属性のみを色の本性とみなすことは，いわ

ば見えない色，どこにもない色を色の本質とみなすことになっ
てしまう．

もちろん三属性のみによる色彩の分類が無意味であるわけ
ではない．むしろ，多様な色をひとつの規準で分類することは，
モノの色や照明の色を客観的に特定する上で不可欠である．し
かしそれはあくまで一定の前提のもとで，一定の文脈のなかで
成り立っている分類の客観性であり，具体的には，例えば，表
面色を前提しての区分であったり，スペクトル色（面色）を使っ
ての区分であったりしている．

以上のような色彩の多次元性に敏感であったウィトゲンシュ
タインは，例えば，茶色に含まれる本質的な「暗さ」について
語るために，「「茶色い光」．街角の信号は茶色であるべきだと
いう提案がなされたと仮定してみよ」という逆説的な表現を用
いている．茶色は一定の暗さを帯びた色であり，そのため，光
輝く茶色というものは考えられないのであり，茶色が実現でき
るのは表面色としてのみなのである．ウィトゲンシュタイン流
にいうと「色概念の論理は見かけ以上に複雑」なのである．

2　ニュートンとゲーテ：科学史の事例から

現代の色彩科学の基礎を築いたのはニュートンである．
ニュートンは『光学』（1704）で示したプリズム実験において
太陽光を単色光に分解したり合成したりすることによって，色
彩の起源が光の変容にあるのではなく，もともと太陽光に含ま
れている特定の屈折率に対応する単色光にあることを決定的な
仕方で示した．ニュートンによる色彩の本性に関する見方は，
その後さまざまな補足や修正を付加されながら，基本的には維
持されている．

ところが，ニュートンの『光学』から約 100 年後，ゲーテは『色

色彩の多次元性─色彩の科学と現象学
相関基礎科学系　村田  純一

図 1　面色とフォンタナ
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彩論』（1810）によって独自の色彩論を展開すると同時に，広
範囲にわたるニュートン批判を展開した．

ゲーテは『色彩論』の最初の部分で色彩現象を「生理的色彩」
「物理的色彩」「化学的色彩」の 3 種類に分類した．第一の「生
理的色彩」は，残像の色や色彩を帯びた影など，心理的・生
理的要因がおもになって経験される色彩である．第二の「物理
的色彩」はおもに光学現象として生じるもの，第三の「化学的
色彩」はものに備わる色彩である．現代でも，第一の生理的色
彩現象に関するゲーテの観察はすぐれたものとして，しばしば
取り上げられるが，第二，第三のゲーテの論点は間違いとして
顧みられることはほとんどない．しかしゲーテにとっては，第
二の物理的，光学的色彩現象に関してニュートン批判を行うこ
とは大変重要なことであった．たとえば，ゲーテは自分がプリ
ズム実験を行った場合の結果を図2のように描き，ニュートン
の実験結果がいかに一面的なものであるかを強調している．
ゲーテによると，太陽光をどれほど細い光にもたらそうとして
も，必ず一定の幅があるために，図で示したような色のあり方
が生じ，ニュートンの主張する結果はプリズムからある一定の
距離をとった場所でしか成り立たないというのである．

もちろん，ゲーテによる実験結果はニュートンの見方によっ
ても十分説明可能であり，直ちにニュートンへの反論となるも
のではない．しかしながらゲーテの見方は，色彩の捉え方とい
う点に限れば，現代でも意義を失うものではない．ニュートン
の場合には，複雑な現象を前にして，多くの条件を設定して単
純化，抽象化することによって得られた結果（光の内的な性質
としての色彩）を原理として説明することが目指されている．
それに対してゲーテの場合には，複雑で多様な現象にとどまり
ながら，そこに見られる色彩のあり方（光がさまざまな条件と
相互作用することによって生じる現象としての色彩）を基本に
してみる見方（近代科学に固有な要素主義や還元主義とは異
なる見方）の可能性を探っていたと考えることもあながち不可
能ではないからである．

3 「スペクトルの逆転」は可能か：哲学的含意

最後に，色彩の多次元性という考え方に含まれている哲学
的含意の一端を取り上げておきたい．
図3をご覧いただきたい．これは，わたしたちが物の表面

の色を一定の照明のもとでみている場合に，どのようにしてそ
の色彩知覚が成立するかをおおざっぱに説明した図である．注
意していただきたいのは，最後に書かれた色の位置である．た
しかに，色彩知覚は，網膜に与えられた刺激がさまざまに処理
されて，最後に大脳皮質の視覚野のどこかで成立すると考えら
れる．しかしそれでは，見られた色は大脳の中にあるのかとい
えばもちろんそんなことはない．にもかかわらず，この説明図
式ではどうしてもこのような書き方をせざるをえなくなる．どこ
がおかしいのだろうか．

ここではこの問いに直接答えるのではなく，もしここで描か
れたような仕方で色彩知覚を理解すると奇妙な問題が生じてし

まうことを確認しておきたい．それは，現代の哲学でしばしば「ス
ペクトルの逆転」と呼ばれている問題である．

もしここで説明されているような仕方で色彩が知覚されてい
るとするなら，それぞれの知覚者によって見られた色彩は知覚
者の「頭の中」あるいは「心の中」（あるいはどこか）にある
ことになり，公共的な仕方では確認できないものとなってしま
う．こうなると，わたしが見ている色とあなたが見ている色は
同じかどうかは原理的には確かめようがない，ということになっ
てしまうように思われる．例えばわたしが見ている赤色をあな
たは緑色と見，わたしが見ている緑色をあなたは赤色と見てい
ながら全く気付かない，という想定が成り立ってしまうように
思われる．これが「スペクトルの逆転」と称される想定である．
はたしてこの想定は可能だろうか（色相環を用いて具体的に考
えて下さい）．

一見するとこの想定はもっともらしく思われるかもしれない
が，少し具体的に考えてみれば，簡単ではないことは明らかで
ある．たとえば，赤と緑の逆転だけではほかの色との類似関係
がおかしくなり気付かれてしまうので，さらにほかの色すべて
を逆転させる必要が出てくる．しかしそれではこれでうまくい
くかといえば決してそうではない．なぜなら，色彩には色相の
ほかに明るさや，さらには，寒色・暖色，進出色・後退色など
の区別も含まれているために，逆転したことが直ちにわかって
しまう（海の色は暖かく感じられる）からである．色彩の多次
元性を真剣に受け止めることはこのような「他者問題」や「ク
オリア問題」などの哲学の基本問題に対しても大きな意義を
もっているのである（詳しくは，『色彩の哲学』岩波書店，
2002，ならびに，『「わたし」を探険する』岩波書店，2007 補講，
を参照してください）．

図 2　ゲーテのプリズム実験

図 3　色彩知覚の説明
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環境応答論大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○ヒトドーパミントランスポーター多型の機能解析
○アルツハイマー病アミロイドセクレターゼについての研究
○線虫のドーパミン受容体に関する研究
○好熱性シアノバクテリアの光化学系Ⅱ複合体の分子生物学的研究
○糸状性シアノバクテリア Anabaena sp. PCC 7120 における新奇センサー PAS ドメインの解析
○シアノバクテリアにおける BLUF 型光受容体 PixD の解析
○シロイヌナズナにおけるマイクロ RNA 経路の遺伝学的および分子生物学的解析
○ショウジョウバエ Argonaute1 と Argonaute2 の翻訳抑制機構
○ストレス抵抗反応における低分子 RNA の役割
○ニューログロビンの細胞死抑制機構の解明と新規機能の探索
○灰色植物 Cyanophora paradoxa の色素体分裂機構の研究

▼担当教員と専門分野
池内　昌彦（光合成）
石浦　章一（分子認知科学）
大海　　忍（たんぱく質科学）
佐藤　直樹（植物機能ゲノム学）

竹田　篤史（植物病理学）
成川　　礼（植物生理学）
箸本　春樹（植物細胞生物学）
藤原　　誠（細胞生物学）

二井　勇人（細胞生物学）
森長　真一（進化生態学）
若杉　桂輔（機能生物化学）
渡辺雄一郎（植物環境応答学）

生命と地球環境は相互に大きな影響を及ぼしながら，生物個体群や
生態系を育んできた．生命は現在も環境と密接な関わり合いを保って
いる．私たちは，個体や細胞が外部からの環境情報を受け取り，それ
に適応してゆく分子機構を研究している．

（1）ヒトは，外部からの情報をもとに各種の行動を行なっている．神
経細胞で行なわれる情報伝達の仕組みも本大講座で研究されてい
る．高次脳機能と呼ばれている記憶や思考活動も，周囲の環境か
らの刺激に対する応答と考えられる．認知機能の分子レベルでの
解明，環境変化が遺伝子変異によってカバーされるしくみを研究
することも，この大講座の研究テーマの一つである．

（2）植物は光エネルギーを用いて二酸化炭素と水から有機物と酸素を
つくっている．ゲノム科学や分子生物学，細胞生物学の基盤に立っ
て，光情報を化学情報に伝達するしくみや，光合成の機構，光合
成器官である葉緑体の分裂・発達，葉緑体ゲノム装置の分子構築
と進化についての研究が，本大講座で行なわれている．また，過
度の光は植物体を傷つけるストレスとなる環境要因でもある．本
大講座では，光環境ストレスに対する応答機構の解析も行なって
いる．

（3）光，水といった物理的環境だけでなく，ほかの生物と共存あるい
は競争関係にあることも生物にとって重要な環境要素である．た
とえば，共生や防御は生物が他の生物と関係を持ちながら生きて
いくためのしくみである．本大講座では，病原体の侵入などのス
トレスに対する防御反応に関する研究，短い RNA による宿主の
遺伝子発現を抑制機構（RNAi）に関する研究も行なわれている． 

新規光受容体シアノバクテリオクロム（上）青吸収と
緑吸収の可逆変換型，TePixJ など．（下）緑吸収と赤
吸収の可逆変換型，SyCcaS．
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生命情報学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○ゲノムや遺伝子の再編成，ノンコーディング RNA，エピゲノムの相互作用
○精子の運動調節機構
○海馬神経細胞の記憶学習におけるニューロステロイド効果
○生体膜エネルギー変換系膜タンパク質の三次元構造と機能の相関
○巻き貝及び分子のキラリティー（左右）の創製と認識
○レトロウイルスを模した新規生体分子コンピュータ
○神経及び内分泌細胞における分泌反応分子メカニズムの解明
○筋衛星細胞の活性化におけるスフィンゴ脂質の役割
○植物細胞における生体膜脂質の生理機能

▼担当教員と専門分野
太田　邦史（分子細胞生物学）
奥野　　誠（細胞生理学）
川戸　　佳（生物物理学）
木本　哲也（生物物理学）
黒田　玲子（分子認識）

志波　智生（構造生物化学）
庄田耕一郎（生物物理学）
陶山　　明（生物物理学）
関谷　　亮（分子認識）
坪井　貴司（分子細胞生理学）

松田　良一（発生生物学）
向井　千夏（細胞生理学）
山田　貴富（分子細胞生物学）
和田　　元（植物細胞生物学）

生命体内での「情報の分子的基礎」と「情報の流れと変換」につい
て分子レベルから細胞・個体レベルまで総合的に研究し，教育する．
研究内容は大きく分けて次の 4 つの分野である．

（1）分子認識とゲノム
ゲノム DNA 再編成や遺伝子シャフリング・エピゲノム再編成など，

生命に多様性をもたらす遺伝子多様化の分子機構とその生物学的意義
を明らかにする．生物界における形態のキラリティー（カイロモルフォ
ロジー）をキラリティー認識機構に基づいて分子レベルで解明する．
生命の情報処理機構を模倣した分子コンピュータ・人工生命体の構築
と，DNA の分子認識を利用したナノデバイス・ナノマシンの開発を
行う．

（2）生体膜・分子モータの構造生物学
生体膜エネルギー変換系タンパク質複合体及び微小管系分子モー

タータンパク質の構造を X 線結晶構造解析法により解析し，構造機能
連関を解明する．

（3）動物・植物の細胞生理学
骨格筋の幹細胞の分裂機構の解明と，筋ジストロフィーなどのナン

センス突然変異に起因する遺伝子疾患の治療法の研究開発を行う．繊
毛・鞭毛の構造形成と運動制御の分子機構を解明し，細胞運動と生殖
との関係を解明する．神経及び内分泌細胞からの分泌反応の分子メカ
ニズムを生化学的及びバイオイメージング的手法を用いて解明する．
植物が重要な環境要因である温度に適応する分子機構と，植物細胞に
おける生体膜脂質の生理機能を明らかにする．

（4）脳における高次情報変換
海馬神経細胞における記憶学習メカニズムなどの脳の高次情報変換

機構を生物物理学的手法と分子細胞生物学的手法を組み合わせ解明す
る．

次世代シーケンサーによって解析した分裂酵
母の長鎖ノンコーディング RNA．
分裂酵母をグルコース飢餓培地に移行させる前（青色）
とさせた後（緑色）で転写産物を回収して cDNA へ転
換し，次世代シーケンサーで網羅的トランスクリプ
トーム解析を実施した．cAMP 感応転写制御配列

（M26/CRE）近傍の非翻訳領域から，長い RNA が転
写されているのが観察できる．このような RNA はタ
ンパク質に翻訳されず，クロマチンやエピゲノムの制
御に関与する．
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生命機能論大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○アミロイドβペプチドの分泌を亢進するキナーゼ群の同定とそれらが制御する小胞輸送課程の分

子機構の解明：細胞内タンパク質のローカリゾミクス研究のための可視化解析システムの構築
○細胞質ダイニンの化学力学サイクル
○細胞質ダイニンの運動機構
○変異チューブリンを用いたキネシン及びダイニンの一分子運動観察
○Cys-light 体と FRET 法を用いたダイニン二量体の構造解析
○糖尿病モデルマウスの内臓脂肪組織において PPAR γ遺伝子の発現は DNA メチル化によって抑

制される

▼担当教員と専門分野
枝松　正樹（分子細胞生物学）
加納　ふみ（分子細胞生物学）
昆　　隆英（細胞生物学）
佐藤　　健（分子細胞生物学）

須藤　和夫（分子細胞生物学）
豊島　陽子（分子細胞生物学）
藤原　　誠（細胞生物学）
道上　達男（分子発生生物学）

村上　　裕（生物有機化学）
村田　昌之（細胞生物物理）

生命機能論大講座は教授 3 名，准教授 3 名，助教 4 名から構成され
ており，研究内容は，生命の機能を分子，超分子構造，細胞，組織，
個体レベルで明らかにしようとするものである．その手法は分子生物
学，細胞生物学，生物物理学，生化学，発生生物学，生物有機化学と
バラエティーに富んでおり，これが本大講座の大きな特徴である．具
体的には，

（1）モータータンパク質と細胞骨格の相互作用について，構造と機能
の解析や再構成運動系における運動機能の測定を行い，分子レベ
ルでの解析を行うことにより，分子集合体としてのタンパク質集
合体や超分子構造からタンパク質の多彩な機能について研究を
行っている．

（2）細胞内のタンパク質・mRNA の動態を可視化し，転写，翻訳，輸
送・ターゲティング，分解といった一連のコーディネートを明ら
かにし，ストレス応答や分化の制御機構などの高次機能や疾患と
直結する細胞機能を分子論的に解析することにより，細胞の様々
な機能発現に関わる複雑な遺伝子・タンパク質ネットワークを分
子細胞生物学の立場から研究している．

（3） 小胞輸送現象を試験管内，あるいは顕微鏡下で再現することによ
り，その過程におけるタンパク質分子間の相互作用やダイナミク
スについて解析を行い，タンパク質選別輸送のメカニズム解明を
目指している．

（4）進化工学的な手法を用いて新しい翻訳系を構築し，新規機能タン
パク質を創製し，更にはこのシステムを医薬応用へと展開するこ
とを目指している．

（5）脊椎動物胚の初期胚や器官・臓器発生における形態形成の分子メ
カニズムを，いくつかのシグナル伝達機構との関連に注目して解
析している．

初期胚の脳領域で発現する様々な遺伝子
脊椎動物の脳は胚発生のごく初期に誘導される．その
際，前脳や後脳といったおおまかな部域もほぼ同時に
規定される．この部域規定には，様々な空間的パター
ンで発現する遺伝子が関わっている．これらの遺伝子
発現が互いに発現制御し合うことによって，脳の各領
域の境界が決められていく．ここに示した図は，新規
に同定した，ツメガエル初期胚の予定脳領域で発現す
る様々な遺伝子の発現パターンを in situ ハイブリダイ
ゼーションで可視化したもの．
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運動適応科学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○骨格筋の無負荷短縮速度とトレーニング効果
○生活習慣病の予防・治療に繋がる基盤的研究
○腰椎アライメントと腰痛との関係
○サラブレッドにおける乳酸輸送担体の変化
○プルキンエ細胞異常による歩行失調及び姿勢障害
○ラット扁桃体神経回路オシレーションに対するドーパミンの役割
○糖尿病における血管障害機構の解明

▼担当教員と専門分野
新井　秀明（運動生化学）
伊藤　博一（スポーツ医科学）
久保啓太郎（運動生理学）
久保田俊一郎（運動生命科学）
佐々木一茂（運動生理学）

千野謙太郎（運動生理学）
禰屋　光男（運動生理学）
八田　秀雄（運動生理生化学）
松垣　紀子（運動生理学）
村越　隆之（身体神経薬理学）

柳原　　大（運動生理学）
山田　　茂（運動生化学）
渡會　公治（スポーツ医学）

本講座では，身体運動が生体に及ぼす変化や，それによる生体の適
応機能について総合的に研究している．対象としてヒトだけでなく，
ラットやマウスなどの動物個体，また組織・細胞も用いて，体育学的，
生物学的，及び医学的視点から研究を行っている．具体的には次のよ
うな内容の研究が行われている．

（1）ヒトの身体運動のメカニズムの解明
超音波法，MRI 法，筋音図法，筋電図法，脳波法，高速度撮影法な

ど最新の解析技術を用い，人体や軟部組織の形態や機能変化，発育発
達やトレーニングが生体に及ぼす影響，心身を連携する身体の動かし
方，脳による動きの制御機構等について研究している．

（2）生体運動の仕組みと身体活動の全身機能への影響に関する実験動
物を用いた研究

実験動物の筋骨格系，心肺循環器系，脳神経系からそれらの機能を
記録，またはその組織を採集し，生理学的，生化学的，遺伝子工学的
手法を用い，運動によってもたらされる生体の適応過程を解析してい
る．具体的には，骨格筋の肥大や萎縮に関する機構の研究，糖代謝特
に乳酸の動態に関する研究，糖尿病など疾病のメカニズムに関する研
究，運動制御や運動学習の中枢メカニズムの研究，中枢神経シナプス
可塑性の薬理学的研究などが研究課題である．

（3）身体運動やスポーツ活動が生体に及ぼす医学的研究
身体運動やスポーツによっておこる障害や，疾病との関係に関する

研究が主である．運動によって生じる可能性のある障害の予防，運動
処方や運動療法などによる適切な運動負荷を生体の病後の回復や適応
に役立てる研究，生活習慣病予防の基礎課程に関する研究等を行って
いる．

サラブレッドのトレッドミル走による測定．
サラブレッドは骨格筋には速筋線維が多く，グリコー
ゲンが多いことから乳酸を多く産生するとともに酸化
する能力も高い．また最大酸素摂取量も体重あたりで
ヒトの 3 倍以上あるなど，走能力の高いアスリートと
いえる．そうしたサラブレッドの代謝能力とそのト
レーニングによる変化を日本中央競馬会競走馬研究所
との共同研究で行っている．体重 500 kg のウマが走
る姿は迫力満点である．
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認知行動科学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○垂直方向の錯覚運動成分が水平方向の運動検出感度に及ぼす影響
○視覚刺激の定位に及ぼす運動と両眼視差の影響
○静止画が動いて見える錯視に及ぼす偏心度および網膜照度の効果
○コシジロキンパラの歌の個体群差とその成立要因
○幼児の仲直り行動となぐさめ行動に関する縦断的研究
○抑うつと自己開示の心理学的研究
○自己志向的完全主義の認知行動モデル
○Bartlett correction in structural equation modeling
○統合失調症患者と大学生の妄想的観念について
○血流制限下の筋力トレーニングの効果転移に関する研究
○遺伝子多型が筋の生理学的特性に及ぼす影響
○スラックテスト法を応用した新たな筋の動的特性評価
○筋発揮張力維持法を用いたトレーニングが高齢者の筋機能に及ぼす効果
○Spinal alignment and mobility in human movement: to evaluation the mechanism of low back 

pain
○ヒト生体における骨格筋無負荷短縮速度とそのトレーニング効果
○α－アクチニン 3 遺伝子（ACTN3）の多型が高強度筋運動後の筋疲労に及ぼす効果
○Spatio-temporal organization of rhythmic multi-joint movements in street dancers: a 

neurobiomechanical study
○ストレッチングが筋腱の力学的特性に及ぼす影響
○高齢者を対象とした低負荷レジスタンストレーニング（筋発揮張力維持法）に関する研究
○Architecture of muscle-tendon complex and its functional significance in human 

musculoskeletal system

▼担当教員と専門分野
飯野　要一（スポーツバイオメカニクス）
石井　直方（筋生理学）
石垣　琢麿（臨床心理学）
伊藤　博一（スポーツ医学）
金久　博昭（体力科学）
工藤　和俊（運動生理心理学）

小嶋　武次（スポーツバイオメカニクス）
齋藤　慈子（比較認知科学）
酒井　邦嘉（言語脳科学）
丹野　義彦（異常心理学）
中島　美鈴（認知行動療法）
長谷川壽一（動物行動学）

平工　志穂（身体運動科学）
深代　千之（バイオメカニクス）
松島　公望（発達心理学）
村上　郁也（視覚心理物理学）

環境を認知し，それにもとづいて適応行動を実現するメカニズムに
ついて，神経活動，個体行動とその発達，社会行動，スポーツなどさ
まざまな視点から総合的に研究・教育することをめざしている．人間
行動に対して，日常動作やスポーツなどの身体運動と，言語，思考，
認知などの精神機能の双方から学際的にアプローチを進めていくのが
本講座の特徴である．運動神経生理学，バイオメカニクス，スポーツ
医学，スポーツ行動学，計量心理学，動物行動学，臨床心理学，認知
脳科学，心理物理学など，さまざまな分野の研究方法が駆使されてい
る．また研究対象も健常な成人にとどまらず，高度に適応した熟練技
能者やスポーツ選手，心理的な不適応をきたしている人，さらには系
統発生的な比較研究が可能となる各種の動物にまで及んでいる．研究
の性質上，スポーツ施設，病院，リハビリテーション施設をはじめと
する学外のさまざまな研究機関との共同研究も多く，そうした機関に
在籍する社会人大学院生も受け入れている．

示威ディスプレイする雄のチンパンジー
ヒトとチンパンジーの DNA 配列はわずか 1.23 パーセ
ントしか違わない．現在，チンパンジーはアフリカの
ジャングルの中で絶滅危惧種としてひっそりと暮ら
す．対してホモ・サピエンスは，地球の環境を破壊し
尽くす程に栄華を謳歌している．この二種の生物はど
こまで同じで，どこが異なるのか．生物としてのヒト
と文化的存在としての人間との間に，どのような遺伝
的，行動的，認知的な変化が生じたのか．進化心理学，
進化人類学は，人間の進化の道筋を類人猿等と比較し
ながら研究する学問である．



16

広域システム科学系

大講座紹介

17

基礎システム学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○PICSY: A Generation of New Currency as Propagational Investment Using Social 

Computation （PICSY：社会計算による伝播投資としての新しい貨幣の生成）
○ソーシャル・キャピタルを蓄積したネットワークを活用するための制度設計について
○Ia 型超新星への連星進化シミュレーション
○一様回転ポリトロープの解析的近似解
○Computer Architecture for Compute-Limited Scientific Models （プロセッサ能力制約的なモデル

のための計算機アーキテクチャ）
○Community Translation in a Multilingual Online Environment: Case Study and Theoretical 

Framework  （オンライン多言語環境の中でのコミュニティ翻訳ケーススタディと理論的枠組み）
○Constructive Research of Active Perception by Cognitive Experiment and Simulation with 

Using Neural Networks （ニューラルネットワークを用いた認知実験とシミュレーションによる
アクティブパーセプションの構成論的研究）

○Theory of Active Cognition Based on Sensorimotor Coupling System （センサーモーター協調
に基づく能動的認知システムの理論的研究）

○Evolution of Supermassive Black Hole Binaries in Galactic Center （銀河中心領域における大質
量ブラックホール連星の進化）

▼担当教員と専門分野
池上　高志（非線型複雑系の数理）
上野　宗孝（赤外線天文学）
江里口良治（宇宙物理学）
齋藤　晴雄（物理学実験）

柴田　　大（宇宙物理学）
鈴木　　建（宇宙物理学）
土井　靖生（赤外線天文学）
中村　政隆（離散数学）

蜂巣　　泉（宇宙物理学）
吉田慎一郎（宇宙物理学）

自然の諸階層にわたって現れる非線形現象および非線形システム
を，様々な角度から解明することを目指している．最近の研究内容は
次のようなものである．

まず宇宙に関連して（1）回転星の構造や不安定性，連星中性子星
や連星ブラックホールの合体過程，中性子星やブラックホールの形成
過程，超新星爆発や新星現象のメカニズム，γ線バーストの発生メカ
ニズム，太陽コロナの起源，恒星風のメカニズム，宇宙における磁気
流体過程，恒星の進化計算などの研究，（2）赤外線による宇宙観測（原
始星や原始銀河の観測および黄道光の正体の解明）がなされている．

また，人工システムでは，計算機中に人工世界を構築して自己複製
機構の発生と進化，アルゴリズムとデータの共進化，カオスと協調性
の進化，カオスの多様性の維持，ジレンマゲームにおける戦略の進化
などが研究されている．

その他にも，ポジトロニウムと呼ばれる , 電子と陽電子が対になっ
た原子の実験的研究，グラフ，マトロイド，凸幾何などの離散数学や，
組み合わせ最適化アルゴリズムと生物情報学の研究といった研究も行
なわれている．

図 : Ia 型超新星爆発時の炭素核燃焼波面の広がる様子．
上の図から下の図へと時間が進む．蜂巣提供．
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情報システム学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○代数仕様技術に基づくオブジェクト指向ソフトウェア工学の研究
○オブジェクトの進化と組織化プロセスの研究
○自然画像を対象とした視覚秘密分散の物理的実現法
○多変量解析による切断面実形視テストのパフォーマンスに関する研究
○Acquisition of Cooperative Tactics by Soccer Agents with Ability to Predict
○アスペクト指向プログラミング言語における実用的な利用者定義の解析に基づくポイントカット
○コンポーネント固有の関心事のためのアスペクト指向言語機構
○Web 構造の分析

▼担当教員と専門分野
安達　裕之（造船史）
植田　一博（認知科学）
柏原　賢二（離散数理）
金井　　崇（コンピュータグラフィックス）
金子　知適（知識処理）

柴山　悦哉（コンピュータソフトウェア）
関谷　貴之（教育支援システム）
田中　哲朗（プログラミング言語）
玉井　哲雄（ソフトウェア工学）
開　　一夫（認知科学）

船渡　陽子（計算天文学）
増原　英彦（プログラミング言語）
丸山　一貴（Web情報システム）
山口　和紀（データモデル）
山口　　泰（視覚メディア）

人間自身の情報処理を対象とした認知科学的な研究から，コン
ピュータそのものを扱う計算機科学的な研究まで，システムと情報と
いう観点から幅の広い研究と教育を行なう．また他の大講座と協力し
て各種複合システムのシュミレーション・評価などの理論的考察と展
開を目指す．研究内容は以下のとおり．

（1）情報（information）と計算（computing）のモデルに関する研究
情報モデルの比較研究と情報構造の特徴づけ及び部分空間分類．形

状のモデル化，とくに形状位相表現や曲面処理技術．画像情報の処理．
ソフトウェアの仕様・検証技術．ソフトウェアの進化プロセス．ソフ
トウェア工学と知識工学との融合．

（2）情報処理システムの計算機構，ハードウェア，ソフトウェアおよ
び分野適合な利用技術に関する研究

コンピュータネットワーク，銀河などの自己重力系の進化シュミ
レーションとそのためのアルゴリズム研究

（3）人間コンピュータの複合系としての情報処理システムの研究
コンピュータグラフィクスとウインドウ環境におけるユーザインタ

フェースシステム．抽象情報の図化と例示による写像記述方式．問題
解決と発想を支援するシステム．情報処理システムにおける人間の負
担．

（4）情報と人間に関する研究
人間の推論・問題解決・学習・発想などの情報処理プロセスの認知

科学的研究．
類推とアブダクションによる仮説形成．乳幼児における発達メカニ

ズムに関する研究．科学論・システム論．技術史．人間の感性に関わ
る情報の計量化とその応用．

カリキュラムの分析に関する研究
高等教育機関が学生に提供する教育の内容を示すの
が，カリキュラムである．科学技術の発展や社会の状
況に応じて，教育の範囲や内容を見直すには，既存の
カリキュラムの特徴を概観し，過去のカリキュラムや
他の教育機関のカリキュラムと比較分析することが重
要である．本研究では，シラバスのテキストが講義の
特徴を表すとの仮定の下で，テキスト中の単語の分布
を統計的手法で分析し，その結果を用いて講義を平面
上にプロットしてマップを作成する方法を構築した．
図は，ある 2 つの大学の情報・数学系の講義のマップ
である．このマップから，一方の大学が他方の大学と
比較して，広い範囲を扱っていることなどが読み取れ
る．
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自然体系学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○有機色素会合体の酸化還元と電気伝導度
○中国四川省朝天セクションの古生代・中生代境界層の層序学的研究
○コケシノブ科の系統と進化
○食物網の自律進化モデル
○寄生蜂による性比調節の進化とその遺伝的背景：Heterospilus prosopidis における寄主の質の効果
○無融合生殖種ニガナの遺伝的多様性の解析
○単為生殖種アミメアリにおける裏切り戦略者 と協力戦略者の小進化動態
○表現型可塑性の遺伝的変異：イカダモの誘導防衛
○高等植物内のヘム輸送機構の解明に向けた基礎研究

▼担当教員と専門分野
小河　正基（地球物理学）
磯崎　行雄（地球科学・生命史）
伊藤　元己（多様性生物学）
角和　善隆（生物大量絶滅学）

柴尾　晴信（動物生態学）
嶋田　正和（集団生態学）
清野　聡子（環境生態工学）
瀬川　浩司（分子システム）

増田　　建（植物生理学）
吉田　丈人（生態学）

自然界に存在する多種多様なシステムを対象として，個別科学に立
ちながら，その枠を越えてシステムとしての仕組みと挙動を解明し，
人間・社会にまで関係するものを含めてその制御を考究する．ここで
いう自然界のシステムには，物質的・地球的・生命的・生態的なもの
を含む．この大講座は以下の 4 つの研究グループから構成されている．

地球変遷研究グループ：地殻・マントル・核など，地球の層構造を
形造る部分の進化とそれらの相互作用，また，生物の進化との相互作
用を追求し，システムとしての地球変遷を研究する．

物質・エネルギー循環研究グループ：地球表層における物質移動を
大気圏・水圏・堆積圏・生物圏の間の循環と捉え，その過程でどのよ
うな素過程が各物質の移動を支配するかを解析する．また，人類活動
がそれらにどのようなインパクトを与えつつあるかの分析をもとに，
地球表層の将来の環境を予測し，人類の生存環境の最適化を目指す研
究を進めている．

生物社会学研究グループ：動植物に見られるさまざまな生物社会の
実態と，それらの進化プロセスを明らかにし，さらにその系統進化を
統一的に理解する理論の構築を目指している．

生態システム研究グループ：植物の光合成による物質生産や動物の
資源利用，個体群のダイナミクスと種間相互作用，生物群集と生態系
の構造と機能，生態ダイナミクスと進化ダイナミクスの相互関係など
を研究している．

食物網の自律進化モデルによる生物の多様化
と系統図
進化の時間は下から上に向かって進む．水平方向の 2
次元平面には，自分が利用する（摂食する）ニッチと，
利用される（摂食される）ときのニッチが，座標となっ
て表されている．ニッチ平面の座標位置の変化は，突
然変異と自然選択によって駆動されるように反応拡散
方程式で定式化してある．系には，生産者のみが使え
るエネルギー（植物にとっての光のような）だけが流
入し，最初は生産者（緑色）だけが存在する状態から
スタートする．早い段階で，それを摂食する消費者（捕
食者，紺色）が現われ，生産者と捕食者の系統は時間
とともに多様に分岐していく．そして，捕食者をさら
に摂食する高次の捕食者（茶色）が現われる．このモ
デルにより，生態系で最初の生産者出現から，どのよ
うに複雑な構成種が自律生成するのかの普遍的理解が
得られる．
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複合系計画学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○グローバル時代における自動車産業の立地調整と国内生産システムの変化
○国土周辺地域における資源利用の再編
○ライフコースからみた韓国女性の就職移動
○熱帯・亜熱帯地域における農業開発と社会変動
○底質中の元素とその化学状態に着目した都市河川環境分析
○研究開発における予測の構造化とその研究開発評価への応用
○製造業における設計・生産の連携強化のための技術マネジメントに関する研究
○技術変化の影響評価：環境対策における技術の波及効果と構造変化の分析
○都市景観や建築とそれについてのイメージ生成過程の分析的研究
○科学技術と社会との接点の課題における市民参加の手法

▼担当教員と専門分野
新井　祥穂（人文地理学）
荒井　良雄（都市地理学）
梶田　　真（人文地理学）
加藤　道夫（空間設計理論）

小豆川勝見（環境分析化学）
永田　淳嗣（人文地理学）
丹羽　　清（科学技術計画論）
藤垣　裕子（科学技術社会論）

松尾　基之（環境分析化学）
松原　　宏（経済地理学）
横山ゆりか（空間計画論）

人間・社会と自然を対象に含む複合的な系を計画主体の視点から研
究する．都市，生活空間，環境，資源・エネルギー，科学技術政策等，
人文社会科学，自然科学，工学の境界領域に横たわる，さまざまな複
合的課題の解明を目的としている．各領域固有の方法論のほかに，シ
ステム論，設計論，戦略論，経営論等の計画学の方法論を用いる．具
体的な研究内容の例は次の通りである．

○地域間所得再分配のメカニズムとその変容に関する実証研究
○地域データ分析等による都市住民の生活活動の時空間構造や企業及

び住民の情報行動の空間性の解析に関する実証的研究
○立地論に基づく経済地理学の理論的研究及び産業立地と地域経済に

関する実証的研究
○農業土地利用における環境と人間の関係に関する政治生態学的研究
○環境中の種々の元素の自然な分布と挙動に対する人間活動の影響に

関する分析化学的立場からの研究
○人間と空間環境との関係に関する研究
○建築設計における空間構成に関する設計システム論の立場からの理

論的研究
○システム論と技術経営論の視点から科学技術政策，研究開発マネー

ジメント，イノベーションシステムなどの研究
○科学技術社会論の視点から科学技術と社会との接点で発生する諸問

題，公共空間の意志決定に関する課題の研究
○認知科学と組織知能論の視点から，人間や人間組織の創造的／知的

活動に関する研究

Systems approach

Systematic

Introspection :
　　Analytic reduction
　　（自然科学）

Systemic

Contemplation :
　　Holistic meditation

Construction :
　　Creative design
　　（工学，マネジメント）

Extraspection :
　　Synthetic integration
　　（人文社会科学）

システムズアプローチ
（Heiner Müller—Merbach より）
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科学技術基礎論大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○アッバース朝におけるギリシャの学問の存在意義とは何か─論証科学の展開を中心として─
○十八世紀パリ王立科学アカデミーと「有用な科学」の追求
○清末中国と明治期の日本における西洋数学の受容
○マインドリーディングの理論とその経験的テスト
○Searle の生物学的自然主義について
○電子技術総合研究所における走査型トンネル顕微鏡の開発
○「リスクガバナンス」の射程－技術モデル・民主モデルを超えるために－

▼担当教員と専門分野
今井　知正（科学思想史）
石原　孝二（科学技術哲学）
岡本　拓司（科学技術史）

佐々木　力（科学史）
信原　幸弘（科学哲学）
野矢　茂樹（科学哲学）（兼担）

橋本　毅彦（科学技術史）
廣野　喜幸（生命論）
村田　純一（科学哲学）

今日の自然科学，そして科学と結びついた現代技術の発展には目覚
ましいものがあり，科学技術は現代文明の中心的位置を占めるととも
に，人間社会に豊かさをもたらしてくれた．その一方で，豊かさの代
償として地球規模の環境問題や資源枯渇問題がもたらされ，また，高
度な医療技術の発達により生命倫理の問題も引き起こされている．

このような科学技術の進展も，人間の営みである以上，歴史的，社
会的，思想的背景を反映したものであり，それらの背景を考察するこ
とは，今日大きな影響力をもつ科学技術の現状と将来を考察していく
上で不可欠な知見と視点を提供してくれるだろう．このような理念の
下で，本大講座では，内外の科学技術の歴史的遺産を学びながら，そ
の哲学的・社会学的考察を深めていこうとする．専任スタッフの研究
内容は，数学・自然科学・技術・医療の歴史，東西文明における古代・
中世の科学思想史，近代科学の形成と展開，近世近代日本における科
学と技術の歴史的発展，現代社会における科学・技術・医療をめぐる
諸問題，科学的技術的活動における理論と実践の役割，人工知能や脳
科学に見出される身心問題と倫理問題などである．これらの専任ス
タッフを中軸に，他大講座の自然科学者，総合文化研究科他専攻の人
文科学者・社会科学者，そして学内外の関連専門分野の研究者の協力
とともに，学際的な教育と研究がなされている．また本大講座は，科
学史・科学哲学・科学社会学・技術論などの専門的研究者を養成する
だけでなく，すでに実社会の経験をもつ社会人や，アジアをはじめと
する海外からの留学生を採用し教育する，社会に開かれた研究教育の
場となっている．

ダーウィンのフィンチ
ダーウィンはビーグル号による世界一周の航海の途
上，南米沖のガラパゴス諸島に立ち寄り，その島々で
多くの未見の動物を発見した．中でもフィンチと呼ば
れる小鳥は，嘴のサイズが図のように微妙に異なり，
しかもそれぞれが異なる種であることが，帰国後に動
物学者の鑑定で判明する．同じような環境に生息しな
がら，なぜこれほど多くの種が生まれてきたのか．そ
の謎を探ることで，神が自然界の諸物を創造したとす
る自然神学的な考え方を棄て，進化論の考え方にたど
りつくようになる．
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自然構造解析学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○R 電荷が大きい極限における二点関数のホログラフィー
○非可換 D-brane の境界状態と動力学
○AdS/CFT Correspondence and BPS Geometries in IIB Supergravity
○Wilson フェルミオンを用いたカイラル凝縮の計算
○Gauge Fixing of Nonpolynomial Open Superstring Field Theory
○ブラックホールの熱力学と Kerr/CFT 対応
○AdS 時空中の弦理論と超対称ゲージ理論における散乱振幅の隠れた対称性

▼担当教員と専門分野
大川　祐司（素粒子論）
風間　洋一（素粒子論）
加藤　光裕（素粒子論）

菊川　芳夫（素粒子論）
染田　清彦（理論化学）
藤井　宏次（原子核理論）

簑口　友紀（低次元量子流体）
米谷　民明（素粒子論）
和田　純夫（素粒子論）

自然界の基本構造や，相互作用の研究は従来，素粒子・原子核・原子・
分子・凝縮系といった異なるスケールごとに別々の分野で研究が進め
られてきた．これに対して，本大講座においては，個々の対象として
の研究と同時に，むしろ異なるスケールの系に共通して現れる普遍的
な構造や法則に着目することにより，また様々な分野に研究基盤を持
つ研究者どうしの協力を押し進める事によって，自然界の相互作用，
対称性やその破れ，相転移のダイナミックス等を，場の量子論や統計
物理学の手法を用いて総合的・統一的な観点から解明する事をめざし
ている．

以下，現在の主な研究テーマの一部を挙げる．
（1） 自然界のあらゆる素粒子と重力を含む全ての相互作用を統一的に

記述する究極の理論としての超弦理論の研究，
（2） 量子重力理論および量子宇宙論，
（3） 超対称性や双対性，ゲージ対称性，カイラル対称性等，弦理論・

場の量子論における対称性と非摂動効果の研究，
（4） クォーク・グルーオンの基本理論としての量子色力学に基づくハ

ドロンの構造や相互作用についての非摂動論的な研究，
（5） 有限温度・密度での量子色力学，
（6） 格子ゲージ理論にもとづく場の量子論の解析的，数値的な研究
（7） ヘリウムの多孔質媒質中での超流動転移・二次元超流体の渦のダ

イナミックスなど量子凝縮系の様々な性質の解明，
（8） 化学反応における原子の動力学，特に原子の運動がカオス的であ

る場合に現れる「ランダム性」の起源・性質の研究等．

図 1：弦理論における 3 点散乱振幅．場の理論におけ
る散乱振幅の摂動論はファインマン図による展開で与
えられる．弦理論はファインマン図における粒子を弦
に置き換えて得られる散乱振幅の摂動論である．この
図は１つの弦（赤）が２つの弦（青と緑）になる過程
をあらわしている．
図 2：弦の場の理論における 3 点相互作用項の共形場
の理論を用いた記述．弦の場の理論は，弦理論の摂動
展開を再現するように構成された理論である．1986 年
に Witten が構成した弦の場の理論では，弦の左半分
と右半分を貼り合わせて 3 点相互作用項が作られてい
る．この図は 2 次元の共形場の理論を用いた 3 点相互
作用項の記述をあらわしている．共形場の理論は等角
写像を対称性として持つ理論であり，図 1 における３
つの伝播する弦（赤，青，緑）は図 2 でそれぞれ対応
する色の曲線であらわされている．ここで使われてい
る座標 z は，複素平面での座標 ξと z = arctan ξとい
う等角写像で関係付けられており，3 点相互作用はこ
の等角写像によって縦方向に無限に伸びている半直線
であらわされた弦の左半分および右半分の貼り合わせ
によって記述されている．この記述をもとにして近年
弦の場の理論の解析解が構成され，弦の場の理論の研
究が大きく進展している．

図 1

図 2
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複雑系解析学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○ハドロン・原子核のカラーグラス凝縮体模型とその非線形量子発展
○クォーク・グルーオンプラズマの輸送理論
○量子群の結晶基底とソリトンセルオートマトン
○非対称排他過程のマルコフ行列のスペクトル
○動的ネットワークにおける自発的構造形成
○分化，進化，記号化 : 多成分反応拡散系による構成
○定常状態熱力学のダイナミックスからの構成
○細胞分化の動的モデル
○分子スペクトルからダイナミックスへ : 振動波動関数の構築と解釈
○速いスケールから遅いスケールへの統計的性質の伝搬
○小さい非平衡系における新しい普遍的関係式
○非線形レオロジーの微視的理論

▼担当教員と専門分野
石原　秀至（生物物理）
金子　邦彦（非線形・複雑系現象論）
國場　敦夫（可積分系）

小林未知数（量子流体理論）
堺　　和光（統計力学）
佐々　真一（非平衡基礎論）

澤井　　哲（生命物理学）
氷上　　忍（統計力学）
松井　哲男（原子核理論）

自然の示す複雑さの起源を探り，記述し，これを理解することを目
指し研究と教育を行っている．原子核から固体物理，流体，生命系，
社会現象までの幅広い分野を対象としているが「複雑な運動や要素間
の複雑な関係性をいかに記述し理解するか ?」などの問題意識を持っ
て，非線形動力学，統計力学等の手法をふまえて複雑系の諸現象の解
明に挑んでいる．非線形系でのカオスについては，特に大自由度のカ
オスや時空カオスの研究が行われている．分子機械，粉体，乱流，破
壊現象等を例にして，現象論的にモデル化し，共通する普遍的な性質
を抜きだし解析している．関連して，熱力学というマクロ現象論の古
典的理論を操作論的な観点から再定式し広げていく研究も進められて
いる．また，力学系の研究をふまえて脳，進化，発生の構成的理論化
がシミュレーションとともに行われており，これは駒場における生命
システムをつくる実験と共同して進行中である．一方，量子力学と古
典的カオスをつなぐ「量子カオス」の研究についてはランダム行列の
理論との関係でも進められており，これは乱雑さを含んだ系の相転移
といった物性物理，統計力学研究とも関連している．また，よりミク
ロなレベルでは原子核やハドロンも有限量子多体系としての量子性と
非線形性が顕著に現れる研究対象であり，高エネルギー原子核反応に
おけるハドロン物質からクォーク物質への相転移などの研究が展開さ
れている．また，非線型系やランダム系でも解ける場合が宝石のよう
に埋まっており，その数理的な構造を統計力学，場の理論，組み合わ
せ論，表現論等を用いて探ることも活発になされている．

力学系から細胞システムへ
背景：時空カオスのパタン．左下：化学反応の組であ
らわされる細胞が相互作用した時の化学成分の軌跡が
いくつかのタイプへと分化する例．右上：そのような
モデルからあらわれる細胞系譜．
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機能解析学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○強磁場中二次元電子系の位相干渉性に関する実験的研究
○Protein G の Unfolding Pathway について
○梯子型ハイゼンベルグ反強磁性スピン系の不純物と格子変位の効果
○量子ホール効果状態の崩壊と熱活性化型伝導度
○熱浴中における調和振動子のポテンシャル揺らぎ
○高温超伝導体磁束格子系のダイナミクスの研究
○高周波電磁応答をプローブとした銅酸化物高温超伝導体の混合状態における電子状態の研究
○レニウム担特メソポーラスアルミナを触媒とするオレフィンメタセシス反応の研究

▼担当教員と専門分野
今井　良宗（物性物理学）
榎本　真哉（物性化学）
岡澤　　厚（無機物性化学）
尾中　　篤（触媒化学）
加藤　雄介（物性物理学）
河野　泰朗（錯体合成化学）
小島　憲道（無機物性化学）

小宮山　進（物性物理学）
酒井　邦嘉（脳機能解析学）
下井　　守（錯体の合成・構造）
滝沢　進也（有機光化学）
中島　　峻（半導体量子物性物理学）
永田　　敬（クラスター物理化学）
中西　隆造（クラスター物理化学）

前田　京剛（物性物理学）
増井　洋一（触媒化学）
村田　　滋（有機光化学）
森田　昭雄（理論統計物理化学）
吉岡大二郎（物性物理学）
若本　祐一（生物物理学）

本大講座では，実験と理論との緊密な連携により物質の構造と物性
との関係を明らかにし，そこから新しい機能を引き出すことを目標と
している．分子から固体レベルに至る物質の階層に応じて特異的に現
れる機能について，その発現機構を解明していくことを目指している．

物質の特異な性質は主に電子のおかれた環境の多様性・複雑性を反
映している．特に固体凝縮系を形成したときの機能は，しばしば我々
の予測をはるかに越えたものがある．高温超伝導，量子ホール効果な
どがその典型例である．これらの現象の起源を広い視点から説き明か
し，新たな物性科学のパラダイムを見いだすための研究が行われてい
る．具体的には，人工原子による単電子トランジスター等のメゾスコ
ピック系量子現象，低次元伝導物質の特異な輸送現象，酸化物等によ
る高温超伝導やその応用，さらには遷移金属錯体での光による磁性の
変化に注目した新しいタイプの記憶素子の研究などがなされている．

また，単核とクラスターの機能を結び付ける新規錯体を合成し，そ
の構造や性質を明らかにすることを通じて原子，分子クラスターの生
成，構造さらにその解離機構を明らかにする研究，分子間相互作用の
本質の解明に基づき，分子クラスターレベルの機能を解析する研究，
反応速度理論の研究，反応に対する磁場効果などから，分子間相互作
用の顕著に現れる場合としての化学反応の本質を解明していく研究な
ども行われている．

テラヘルツスペクトロスコピーを利用した高
温超伝導体のダイナミックゆらぎの研究
マイクロ波と可視光の間にあるテラヘルツ領域の電磁
波（0.1-10THz）は，最近基礎・応用両面から非常に
注目されており，新しい物質の姿が次々と明らかにさ
れつつある．（a）のような独自に構築した測定系を用
いて高温超伝導体の複素電気伝導度の虚部の温度依存
性を調べた結果が，（b）である．この結果は，超伝導
の前兆現象（ダイナミックゆらぎ）おこり始める温度
が，超伝導転移温度の高々 2 倍程度であることと明確
に示すものである．独自の測定システムでの精密な測
定により，初めてこのような物理が解き明かされてい
くのである．
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物質計測学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○パルス放電ノズルにより超音速ジェット中に生成される不安定分子種の分光学的研究
○C3N および SiNSi ラジカルの電子構造および振電相互作用に関する分光学的研究
○コンビナトリアルケミストリーによる反応活性を有する多元素クラスターの超高速解析
○構造転移を伴う原子クラスターからの蒸発過程に関する統計理論
○集団的コヒーレント相互作用によるニューラルネットワーク
○超放射ラマン散乱を用いた光と物質波のコヒーレント制御
○高性能ボース凝縮体生成装置の開発
○単一原子検出に向けたフォトニック結晶微小共振器の開発
○ハロゲン化メタン気体中におけるオルソ・ポジトロニウムの消滅率
○高周波イオンガイドを用いた不安定ベリリウム同位体の精密レーザー分光
○超低速反陽子の操作と原子衝突への適用

▼担当教員と専門分野
青木　貴稔（原子物理学）
遠藤　泰樹（分子分光学）
久我　隆弘（量子光学）
黒田　直史（原子物理学・原子衝突）
齋藤　文修（物性物理学）
澁谷　憲悟（陽電子物理学）

住吉　吉英（分子分光学）
高塚　和夫（理論分子科学）
高橋　　聡（理論分子科学）
鳥井　寿夫（原子物理学）
鳥居　寛之（原子衝突）
兵頭　俊夫（物性物理学）

松田　恭幸（エキゾチック原子物理）
真船　文隆（分子物理化学）
宮島　　謙（分子物理化学）
山崎　泰規（粒子線物理学）
吉川　　豊（量子エレクトロニクス）

計測技術の開発は新しい科学的知見の獲得を可能にし，ひいては新
しい自然観をも生み出してきた．本大講座では，計測の基礎から応用
に至るまでの実践的な教育・研究を行い，様々な自然現象の底流にあ
る真理を探究するための新しい測定法を開拓・開発することをめざし
ている．特に，様々なプローブ（光，多価イオン，励起原子，冷却原子，
陽電子，反陽子など）を用いた新しい計測法の開発，および極限的な
物質状態の計測を行う．また，コンピューターを最大限に活用するこ
とにより従来の測定法では生かしきれていなかった情報を引き出す新
しい測定法，さらに環境計測の基礎となる概念や技術の創成も行う．
具体的な研究内容の一部を以下に挙げる．

（1） 中性原子気体のレーザー冷却およびボーズ・アインシュタイン凝
縮，光共振器による単一原子の観測および制御

（2） 反応中間体として存在するフリーラジカルやラジカル錯体の分子
構造およびそのダイナミックス

（3） 超高速化学反応の非断熱電子ダイナミクス，分子のダイナミクス
に付随するカオスとその量子化の理論および半古典力学の展開，
クラスター の集団運動と量子動力学

（4） 陽電子と固体の電子や格子欠陥の相互作用，ポジトロニウムと気
体分子の反応

（5） 超低速反陽子ビームによる反水素原子・反陽子原子の生成と高分
解能分光による CPT 対称性の研究，低速不安定原子核ビーム生
成と核構造研究，各種荷電粒子のナノビーム化とその微細加工，
生細胞研究等への応用

（6） 特異な機能を有するナノ物質系の合成と高速解析

なぜ私たちの身の回りには反物質がないのだろう？こ
の謎を解くために反水素原子の精密分光を行うべく，
実験装置を整えつつある．CERN（ヨーロッパ原子核
研究機構）に建設した CUSP トラップの中には超伝導
コイルと multi ring 電極があり，これらが作る強磁場
と電場によって反陽子と陽電子を同じ場所に閉じ込め
ることができる．合成された反水素は，磁場がもっと
も弱いトラップの中心付近に閉じ込められる．
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物質設計学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○Molecular dynamics simulation of nonequilibrium steady states of electrical conductors
○半導体ナノテクノロジーによる電磁波輻射過程とキャリアダイナミクスの精密制御
○一軸性ひずみによる擬二次元有機導体α-（BEDT-TTF）2MHg（SCN）4［M=K, NH4］の電子物性制御
○Analysis on Membrane Dynamics of Giant Vesicles
○準安定原子電子分光による有機－金属界面の局所電子状態の観測
○サリチリデンアニリン類のクロミズム
○Hofmann 型および関連包接体における 1,4 －ジオキサンゲストの分子運動
○長鎖アルキル基の導入によるハロゲン架橋一次元混合原子価白金錯体の構造制御と新規物性
○彩色問題の有限温度への拡張と相転移現象
○TTF 系スピン分極ドナーを用いた有機磁性－導電性共存系
○内封 DNA の自己複製と連動するベシクル自己生産系

▼担当教員と専門分野
青木　　優（固体表面科学）
内田さやか（無機固体化学）
小川桂一郎（有機結晶化学）
近藤　隆祐（電子物性）
清水　　明（量子物理学・物性基礎論）

菅原　　正（分子機能化学）
鈴木健太郎（有機物理化学）
豊田　太郎（生命有機化学）
錦織　紳一（包接集合体化学）
原田　　潤（有機結晶化学）

深津　　晋（固体量子物性）
福島　孝治（物性理論・統計物理）
増田　　茂（固体表面科学）
安武　裕輔（表面物性）
依光　朋宏（生化学）

人間社会の高度な発展を支えるには，将来のニーズに応える新物質
を常に設計・創造していく必要がある．一方でこれらの物質と自然環
境や人間社会との関わりについての深い洞察が求められている．本大
講座では，物性理論，物性物理，表面科学，物性化学，有機・無機合
成を専門とする研究者が集結し，上記の方向に沿った研究と次世代の
マテリアルサイエンスを担いうる人材の育成に努めている．以下に大
講座がここ数年間行ってきた主な研究テーマや成果を紹介する．

（1） 物質構造を高圧によって自由に制御することによる分子性導体の
超伝導や特異な電子状態の制御と新規電子物性の解明

（2） 非平衡定常状態にある量子多体系の応答関数に，普遍的な法則が
あることを発見．

（3） 高次機能を示す分子システム・金ナノ粒子と分子ワイヤーからな
るネットワーク回路・ベシクルを用いた人工細胞モデル

（4） He ＊（23S）などの準安定原子を利用した新しい電子放射顕微鏡の
開発および新規な表面電子物性・表面反応を探索

（5） 有機物質の多様な性質を分子レベルで統一的に理解することを目
指した結晶中の有機分子の運動および反応機構の解明

（6） 金属錯体をホストとする包接化合物の研究．新規ホスト開発，機
能性物質への展開，ゲスト分子運動とその配向挙動など．

（7） 半導体中の電子と輻射場の相互作用の設計・制御．Si における光
増幅，超高効率 Si ベース LED 等．結晶成長ほか量子効果の探索
的研究

（8） 計算機シミュレーション方法の開発とその応用による物質特性の
研究（ランダムな磁性体の相転移現象とその非平衡緩和現象の解
明等）

（9） 光，熱，圧力，蒸気等周りの環境・刺激に応答して電子が出入り
したり配位構造が変化したりして物性や機能を変える金属錯体の
創成

（10）分子集合体の生命様ダイナミクスの創成とその機構解明．例えば，
自己増殖や自律遊走する有機構造体

強い磁場下では，リン脂質からなるベシクルチューブ
は，磁場に平行に配向する．チューブと拮抗する磁場
配向性を持つコラーゲンを封入すると，磁場の効果が
抑えられ，チューブの曲げの効果が顕在化し，“ エラ
スティカ ” と呼ばれる奇妙な曲線構造が産み出される．
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広域科学専攻では，現在，6 名の方に客員教授および客員助教授をお願いしている．系別の内訳は，生命環境系 2 名，広域システム系 2 名，相
関基礎科学系 2 名である．客員教授の制度は，当初，東京大学広域科学専攻と国立や民間の研究所で高いレベルの研究をしているところとの間で，
相互に情報交換し，互いを活性化しようとして始められたものである．

その後，駒場全体の大学院重点化を契機に質的にも変化し，客員教授の方に広域科学専攻で大学院生向けの講義をしていただいたり，一部大学
院生の指導をお願いすることとなった．これによって，相互の学問的結びつきが強まり，お互いの研究の活性化につながっている．客員教授の任期
は最長 5 年で，原則的には単年度更新となっている．

生命環境科学系
岡ノ谷一夫　（理化学研究所　チームリーダー）

言語はヒトのみがもつ行動である．しかし，言語も進化の産物である以上，言語を可能にしている認知機能の一部はヒト以外の動物にもあるに
違いない．こうした考えのもと生物言語学 (Biolinguistics) という研究分野を作り上げようとしている．子供のころ「動物に心はあるのだろうか」とい
う疑問を抱き，心理学と行動学の道に進んだ．鳥の聴覚と発声の研究から，ジュウシマツの歌は有限状態文法で記述できることを発見し，鳥類の
歌制御システムが人間の言語の起源を研究する上で重要なモデルになることを示した．現在，鳥の歌の文法構造をひとつの手がかりに，言語起源
の生物学的な理解に努力している．動物からヒトへの連続性を見出すため，単語と文法の独立進化仮説，言語起源の前適応説および相互分節化仮
説という独自の仮説を考え，生物学，心理学，シミュレーションなど技法にとらわれない研究を進めている．特に言語を可能にする前適応の一つと
して「分節化」に注目し，モデル動物を対象とした研究のみならず人間の脳機能を直接扱う研究を展開している．近年では言語起源の研究と平行して，
コミュニケーションにおける情動情報の規則性（情動文法）の生物学的な理解にも興味を抱いている．
青木康展　（国立環境研究所　環境リスク研究センター　副センター長）

人類が有機化合物を合成し，天然に僅かにしか，あるいは全く存在しない人工化学物質（man-made chemical）を大量に手にしたのは 19 世紀半ば
以降であり，生命の歴史に比べて極めて浅いものです．当然ながら生物が体内に取り込まれた人工化学物質を処理する手段は十分発達していません．
従って，環境中の人工化学物質が体内に取り込まれ，その濃度が処理できないレベルまで増加した時，毒性が発現するのは生命活動の必然かもし
れません．化学物質が毒性を発現する体内レベルを評価し，影響の強さや確率を予測するプロセスが環境リスク評価です．私たちの研究室の目標は，
人工化学物質の生体内での毒性発現メカニズムを解明し，健康リスク評価の基盤となる知見を得ることです．環境中には突然変異を誘導する多種
多様な化学物質が存在しますが，体内に取り込まれた化学物質が総体で示す作用によりゲノム DNA 上に誘導される突然変異（体内突然変異）の発
生頻度は，環境因子による発がんや継世代影響のリスク評価の基礎となる重要な知見です．そこで，私たちは水環境中の化学物質による体内突然
変異を定量する遺伝子導入ゼブラフィッシュを開発しています．さらに，同様な遺伝子導入マウスを用いて，実際の都市大気中に存在する多環芳
香族炭化水素など様々な化学物質による体内突然変異の誘導能とその感受性決定要因の解明を進めています．

広域システム科学系
深津武馬　（産業技術総合研究所 生物機能工学研究部門　生物共生相互作用研究グループ　研究グループ長）

自然界では，生物は周囲の物理的な環境はもちろんのこと，他のさまざまな生物とも密接なかかわりをもってくらしている．すなわち，個々の生
物は生態系の一部を構成しているし，体内に存在する多様な生物群集を含めると，個々の生物がそれぞれに生態系を構築しているという見方もで
きる．

非常に多くの生物が，恒常的もしくは半恒常的に他の生物（ほとんどの場合は微生物）を体内にすまわせている．このような現象を「内部共生」とい
い，これ以上にない空間的な近接性で成立する共生関係のため，きわめて高度な相互作用や依存関係がみられる．このような関係からは，しばしば
新規な生物機能が創出される．共生微生物と宿主生物がほとんど一体化して，あたかも 1 つの生物のような複合体を構築することも少なくない．

我々は昆虫類におけるさまざまな内部共生現象を主要なターゲットに設定し，さらには関連した寄生，生殖操作，形態操作，社会性などの高度
な生物間相互作用をともなう興味深い生物現象について，進化多様性から生態的相互作用，生理機能から分子機構にまで至る研究を多角的なアプ
ローチからすすめている．基本的なスタンスは，高度な生物間相互作用をともなうおもしろい独自の生物現象について，分子レベルから生態レベル，
進化レベルまで徹底的に解明し，理解しようというものである．
宮坂　力　（桐蔭横浜大学大学院工学研究科　教授）

本郷の大学院時代から光エネルギーの電気化学的変換と太陽エネルギー利用の研究を行なってきました．光電気化学が私の専門分野です．この
分野は光化学，物理，界面科学，ナノ材料工学などが交わって 1 つのシステムを作りあげるまさに複合領域です．講義では，このシステムの模範
となる光合成の分子メカニズム，システムの効率を評価する環境エネルギー論もかかわってきます．研究ではこの複合領域を次のような応用展開に
むすびつけます．

1． 新しい色素増感型太陽電池の創製と高効率化：曲げられるフィルム状の太陽電池や蓄電も可能な新型の太陽電池を開発する．
2． 光を直接電力として蓄える新素子「光キャパシタ」の創製：発電層と蓄電層を積層して作る薄膜素子で太陽光下の光蓄電を試みる．
3． 光を用いるバイオセンシングシステム：微量の DNA を光誘起電子移動反応によって高感度に検出するデバイスの提案．
4． 光とナノ粒子を用いる医療技術の開発（光線力学治療法）：色素増感ナノ粒子を癌の患部に投与し体外からの光照射で癌細胞を殺傷する．

相関基礎科学系
一村信吾　（産業技術総合研究所　理事）

我々は，独創性の高い計測機器・手法開発と計測機器を駆使して獲得・開拓できる知識の規格化・体系化（工業標準化）を通して，幅広い産業分
野に貢献することを目指しています．その中で私は，極高真空（大気圧の 1 京分の 1）の発生・計測技術の研究を過去に進めてきたこともあって，ナ
ノ薄膜・構造に係わる計測技術と制御技術の研究を進めています．

ナノ薄膜の制御技術では，純オゾンガス（ビーム）を用いたシリコンの低温酸化技術開発を進めてきました．更にフレキシブルな基板へも展開で
きる 200℃以下（究極の目標は室温）の酸化条件で高品位な酸化膜を作製するため，供給するオゾンガスの励起状態制御技術を開発しています．作製
した極薄膜の特性を様々な計測手法を開発・駆使して評価するとともに，この極薄膜を応用したナノスケール標準物質の開発も進めています．

ナノ構造の評価に関しては，形態観察に適用される AFM のチップ先端形状をその場で精密に評価できるキャラクタライザの開発を，JST 先端
計測分析技術・機器開発事業課題として進めてきました．開発したキャラクタライザは，数 nm 〜 100 nm の間で変調された周期構造（櫛形構造）を
持つことが特徴で，国際的な共同研究を通して，このキャラクタライザを用いたチップ形状その場評価手順の ISO 国際標準化も進めています．
斉藤真司　（分子科学研究所　理論・計算分子科学研究領域　教授）

液体や生体系をはじめとする凝縮系の運動は非常に複雑であり，さまざまな空間・時間スケールで変化し続けている．これらの系は柔らかさとフ
ラストレーションを兼ね備えており，幅広い時間スケールをもつ階層的な運動を示す．このような特徴をもつ凝縮系のダイナミクスを理解すること
は，凝縮系の運動の素過程の理解だけでなく，溶液における化学反応や生体における機能発現の理解にも不可欠である．液体や過冷却液体におけ
る遅い運動，生体分子における構造揺らぎや反応機構など凝縮系におけるダイナミックな変化の様相・起源を分子レベルから明らかにするために，
我々は分子シミュレーションや電子状態計算を駆使した理論解析を行っている．また，多次元分光法による凝縮系ダイナミクスの理論解析にも興
味をもっている．外場と系が異なる時間で複数回相互作用する多次元分光法では，通常の１次元分光法では解析が困難な運動の詳細な情報を得る
ことが可能となる．我々は，多次元分光法のこのような特徴を世界に先駆けて現実系で明らかにし，さらに活用することにより凝縮系の複雑なダイ
ナミクスの理論解析を進めている．

客員教授の紹介
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飯野  要一（Yoichi Iino）
Iino Y. and Kojima, T.  Kinematics of table tennis topspin forehands: effects of performance level and ball spin. J. Sport. Sci., 
27, 1311─1321, 2009. 

池内  昌彦（Masahiko Ikeuchi）
Nagai H, Fukushima Y, Okajima K, Ikeuchi M, Mino H.  Formation of interacting spins on flavosemiquinone and tyrosine 

radical in photoreaction of a blue light sensor BLUF protein TePixD. Biochemistry. 47, 12574─82, 2009. 
Kondo, K., Mullineaux, C.W. and Ikeuchi, M.  Distinct roles of CpcG1-phycobilisome and CpcG2-phycobilisome in state 

transitions in a cyanobacterium Synechocystis sp. PCC 6803. Photosynthesis Research. 99, 217─25, 2009. 
Narikawa R, Muraki N, Shiba T, Ikeuchi M, Kurisu G.  Crystallization and preliminary X-ray studies of the chromophore-

binding domain of cyanobacteriochrome AnPixJ from Anabaena sp. PCC 7120. Acta Crystallographica Section F Structural 
Biology Crystallization Communications 65, 159─62, 2009. 

Tanaka, K., Nakasone, Y., Okajima, K., Ikeuchi, M., Tokutomi, S. and Terazima, M.  Oligomeric-state-dependent conformational 
change of the BLUF Protein TePixD （Tll0078）. J. Molecular Biology 386, 1290─1300, 2009. 

Osanai, T., Imashimizu, M., Seki, A., Sato, S., Tabata, S., Imamura, S., Asayama, M., Ikeuchi, M. and Tanaka, K.  ChlH, the H 
subunit of the Mg-chelatase, is an anti-sigma factor for SigE in Synechocystis sp. PCC 6803. Proc. Natl. Acad. Sci. U.S.A., 
106, 6860─6865, 2009. 

Watanabe, M., Iwai, M., Narikawa, R. and Ikeuchi, M.  Is the photosystem II complex a monomer or a dimer? Plant Cell 
Physiology 50, 1674─80, 2009. 

Midorikawa, T., Matsumoto, K., Narikawa, R., and Ikeuchi, M.  An Rrf2-type transcriptional regulator is required for expression 
of psaAB genes in the cyanobacterium Synechocystis sp. PCC 6803. Plant Physiology 151, 882─92, 2009. 

Cormann, K.U., Bangert, J.-M., Ikeuchi, M., Rögner, M., Stoll, R., and Nowaczyk, M.M.  Structure of Psb27 in solution: 
Implications for transient binding to Photosystem II during biogenesis and repair. Biochemistry, 48, 8768─70, 2009. 

Cormann, K.U., Ikeuchi, M., Rögner, M., Nowaczyk, M.M., and Stoll, R.  Sequence-specific 1H, 13C, and 15N backbone assignment 
of Psb27 from Synechocystis PCC 6803. Biomolecular NMR Assignments, 3, 247─249, 2009.

池内 昌彦.  「古典的な光応答現象と新しい光受容体」蛋白質核酸酵素 54, 716─724, 2009. 
池内 昌彦.  光化学系複合体の結晶解析の歴史とタンパク質結晶解析の初歩  光合成研究 19, 13─18, 2009. 
広瀬 侑, 佐藤 桃子, 池内 昌彦.  シアノバクテリア  光合成研究法（日本光合成研究会･北大低温科学研究所共編） pp. 9─15, 2009. 
近藤 久益子, 佐藤 桃子, 広瀬 侑, 渡辺 麻衣, 池内 昌彦.  フィコビリソーム  光合成研究法（日本光合成研究会･北大低温科学研究

所共編） pp. 295─301, 2009. 
岩井 雅子, 池内 昌彦.  小型サブユニット  光合成研究法（日本光合成研究会･北大低温科学研究所共編） pp. 303─307, 2009. 
石塚 量見, 池内 昌彦.  フィコビリンの単離と分析  光合成研究法（日本光合成研究会･北大低温科学研究所共編） pp. 355─358, 

2009. 
岩井 雅子, 広瀬 侑, 池内 昌彦.  シアノバクテリアの形質転換法  光合成研究法（日本光合成研究会･北大低温科学研究所共編） pp. 

575─582, 2009. 
池内 昌彦.  「研究をささえるモデル生物」化学同人 （分担執筆）, 2009. 

石井  直方（Naokata Ishii）
Tanimoto, M., Sanada, K., Yamamoto, K., Kawano, H., Gando, Y., Tabata, I., Ishii, N., Miyachi, M.  Effects of whole-body low-

intensity resistance training with slow movement and tonic force generation （LST） on muscular size and strength in 
young men.  J. Str. Condition. Res., 22, 1926─1938, 2008.  

Nakajima, T., Iida, H., Kurano, M., Takano, H., Morita, T., Meguro, K., Sato, Y., Yamazaki, Y., Kawashima. S., Ohshima, H., 
Tachibana, S., Ishii, N., Abe, T.  Hemodynamic responses to simulated weightlessness of 24 h head-down bed rest and 
KAATSU blood flow restriction.  Eur. J. Appl. Physiol., 104, 727─737, 2008. 

Tanimoto. M., Miyachi, M., Ishii, N.  Changes in muscle activation and force generation patterns during cycling movements 
due to low-intensity squat training with slow movement and tonic force generation （LST）.  J. Str. Conditon. Res., 23, 2367
─2376, 2009. 

Pelc, R., Ishii, N., Ashley, C.C.  Laser flash photolysis of diazo-2, a caged calcium chelator: The relationship between the extent 
and rate of smooth muscle relaxation.  J. Laser Applications, 21, 32─38, 2009. 

Tanimoto. M., Kawano, H., Gando, Y., Sanada, K., Yamamoto, K., Ishii, N., Tabata I., Miyachi, M.  Low-intensity resistance 
training with slow movement and tonic force generation （LST） increases basal limb blood flow.  Clinical Physiology and 
Functional Imaging, 29, 128─135, 2009. 

Jee, H., Sakurai, T., Kawada, S., Ishii, N., Atomi, Y.  Significant roles of microtubules in mature striated muscle deduced from 
the correlation between tubulin and its molecular chaperone alphaB-crystallin in rat muscles.  J. Physiol. Sci., 59, 149─155, 
2009. 

Kawada, S., Ishii, N.  Peripheral venous occlusion causing cardiac hypertrophy and changes in biological parameters in rats. 
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Eur. J. Appl. Physiol., 105, 909─917, 2009. 
Yamauchi, J., Nakayama, S., Ishii, N.  Effects of body weight based exercise training on muscle functions of leg multi-joint 

movement in elderly individuals.  Geriatrics and Gerontology International, 9, 262─269, 2009. 
Yamauchi, J., Mishima, C., Nakayama, S., Ishii, N.  Force-velocity, force-power relationships of bilateral and unilateral leg multi-

joint movements in young and elderly women.  J. Biomech., 41, 2151─2157, 2009. 
Goto, K., Ishii, N., Kizuka, T., Kraemer, R.R., Honda, Y., Takamatsu, K.  Hormonal and metabolic responses to slow movement 

resistance exercise with different durations of concentric and eccentric actions.  Eur. J. Appl. Physiol., 106, 731─739, 2009.  
石井 直方.  スロートレーニング.  体育の科学,  59, 177─182, 2009. 
石井 直方.  動作速度とトレーニング効果：「スロートレーニング」の長所と短所. JATI Express, 10, 10─11, 2009. 
石井 直方.  大腰筋の機能とトレーニング. JATI Express, 11, 10─11, 2009. 
石井 直方.  レジスタンストレーニングと脂質代謝. JATI Express, 12, 10─11, 2009. 
石井 直方.  トレーニング効果の“転移”とそのトレーニングプログラムへの応用. JATI Express, 13, 10─11, 2009. 
谷本 道哉, 石井 直方.  ストレッチ・メソッド.  1─159.  高橋書店（東京）.  2009. 
石井 直方.  一生太らない体のつくり方〜スロトレ実践編〜.  1─199.  エクスナレッジ（東京）.  2009. 
石井 直方.  一生太らない体のつくり方＆スロトレ.  1─95.  エクスナレッジ（東京）.  2009. 
石井 直方.  メタボ撃退エクササイズ.  1─155.  PHP研究所（東京）.  2009. 
石井 直方.  体型別最新スロートレーニング.  1─127.  宝島社（東京）.  2009.  
石井 直方.  スロートレーニングで太らない体をつくる−DVD版−.  NHKエンタープライズ（東京）.  2009.  
石井 直方.  10 分プチトレダイエット.  1─159.  アスペクト（東京）.  2009.  
石井 直方, 藪野 美生.  スロートレーニング・パーフェクトプログラム.  1─94.  講談社（東京）.  2009.  
石井 直方, 左 明, 山口 典孝.  筋肉のしくみ・はたらき辞典.  1─191.  西東社（東京）.  2009.  
石井 直方.  筋肉学入門.  1-284.  講談社（東京）.  2009.  
谷本 道哉, 石井 直方.  万能ストレッチング−DVD版−.  NHKエンタープライズ（東京）.  2009.  
石井 直方.  トレーニングメソッド.  1─175.  ベースボールマガジン社（東京）.  2009.  
石井 直方.  筋を鍛える.  1─254.  講談社（東京）.  2009.  
石井 直方.  太らない教室.  1─205.  情報センター出版局（東京）.  2009.  
石井 直方・谷本 道哉.  スロトレ完全版.  1─93.  高橋書店（東京）.  2009.  
石井 直方・谷本 道哉.  スロートレーニング.  1─78.  毎日コミュニケーションズ（東京）.  2009.  

石浦  章一（Shiochi Ishiura）
Sasagawa, N., Ohno, E., Kino, Y., Watanabe, Y., Ishiura, S.  Identification of Caenorhabditis elegans K02H8.1 （CeMBL） as a 

functional ortholog of the mammalian MBNL proteins. J.Neurosci.Res. 87, 1090─1097, 2009. 
Tanabe, C., Ebina, M., Asai, M., Futai, E., Sasagawa, N., Katano, K., Fukami, H., Ishiura, S.  1,3-capryloyl-2-arachidonoyl glycerol 

activates alpha-secretase activity and suppresses the secretion of Abeta 40 in A172 cells. Neuroscience Lett. 450, 324─326, 
2009. 

Nakanishi. M., Kurisaki, A., Hayashi, Y., Warashina, M., Ishiura, S., Kusada-Furue, M., Asashima, M.  Directed induction of 
anterior and posterior primitive streak by Wnt from embryonic stem cells cultured in a chemically defined serum-free 
medium. FASEB J. 23, 114─122, 2009. 

Oyama, S., Yamakawa, H., Futai, E., Sasagawa, N., Hosoi, Y., Ishiura, S.  Dysbindin-1, a schizophrenia-related protein, 
functionally interacts with the DNA- dependent protein kinase complex in an isoform-dependent manner. PLoS ONE 4, 
e4199, 2009. 

Goto, A., Wang, Y-L., Kabuta, T., Setsuie, R., Osaka, H., Sawa, A., Ishiura, S., Wada, K.  Proteomic and histochemical analysis of 
proteins involved in the dying-back-type of axonal degeneration in the gracile axonal dystrophy （gad） mouse. Neurochem.
Int. 54, 330─338, 2009. 

Nojima, J., Oma, Y., Futai, E., Sasagawa, N., Kuroda, R., Turk, B., Ishiura, S.  Biochemical analysis of oligomerization of 
expanded polyalanine repeat proteins. J.Neurosci.Res. 87, 2290─2296, 2009. 

Futai, E., Yagishita, S., Ishiura, S.  Nicastrin is dispensable for γ-secretase protease activity in the presence of specific 
presenilin mutations. J.Biol.Chem. 284, 13013─13022, 2009. 

Ishii, M., Naruse, K., Hattori, A., Tsujimoto, M., Ishiura, S., Numaguchi, Y., Murohara, T., Kobayashi, H., Mizutani, S.  Oxytocin 
hypersensitivity in pregnant P-LAP deficient mice. Life Sciences 84, 668─672, 2009. 

Toriumi, K., Oma, Y., Mimoto, A., Futai, E., Sasagawa, N., Turk, B., Ishiura, S.  Polyalanine tracts directly induce the release of 
cytochrome c, independently of the mitochondrial permeability transition pore, leading to apoptosis. Genes to Cells 14, 751─
757, 2009. 

Hamada, Y., Ohta, H., Miyamoto, N., Sarma, D., Hamada, T., Nakanishi, T., Yamasaki, M., Yamani, A., Ishiura, S., Kiso, Y.  
Significance of interactions of BACE1-Arg235 with its ligands and design of BACE1 inhibitors with P（2） pyridine scaffold. 
Bioorg.Med.Chem.Lett. 19, 2435─2439, 2009. 

Kino. Y., Washizu, C., Oma, Y., Onishi, H., Nezu, Y., Sasagawa, N., Nukina, N., Ishiura, S.  MBNL and CELF proteins regulate 
alternative splicing of the skeletal muscle chloride channel CLCN1. Nucleic Acid Res. 37, 6477─6490, 2009. 

Ishiura, S.  Inhibition of Abeta accumulation by BACE inhibitors and vaccination. J.Neurochem. 110, suppl.2. 58, 2009. 
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Ishiura, S.  Novel therapeutic targets for Alzheimer’s disease. Inhibition of A· accumulation by secretase inihibitors and 
vaccination. Exp.Neurobiol. 18, suppl.1. 21, 2009.  

石浦 章一.  遺伝子のON・OFFは環境が決める.  プレジデントファミリー 2 月号, 136, 2009.  
石浦 章一.  いつまでも老いない脳をつくる.  学士会会報 874, 30─39, 2009  
石浦 章一.  アルツハイマー病のワクチン治療.  Medical Bio 3 月号, 82─83, 2009.  
石浦 章一. 老いない脳を作る 10 の生活習慣.  Yakushin 47（2）, 20─21, 2009.  
石浦 章一.  時間と勝負する.  朝日新聞 3 月 1 日, 2009.  
石浦 章一.  新しい生物学の提唱.  教科研究理科 188, 4─5, 2009.  
石浦 章一.  「老いない脳」をつくる.  老いないコツ.  みのりの時 5 号/春号  70─71, 2009.  
石浦 章一.  脳を学ぶことの意義.  百楽  5 月号  62─65, 2009.  
石浦 章一.  ゲノムワイド相関研究への疑問.  Medical Bio 5 月号, 72─73, 2009.  
石浦 章一.  30 日で夢をかなえる脳.  Relieve 38（6 月号）, 32─33, 2009.  
石浦 章一.  「老いない脳」をつくる.  ストレスを克服する.  みのりの時 6 号/夏号  70─71, 2009.  
石浦 章一.  脳科学と心の作用  1.  “頭がいい”とは.  聖教新聞  7 月 16 日, 2009.  
石浦 章一.  脳科学と心の作用  2.  記憶力を高めるには.  聖教新聞  7 月 23 日, 2009.  
石浦 章一.  脳科学と心の作用  3.  持続力とやる気.  聖教新聞  7 月 30 日, 2009.  
石浦 章一.  精神疾患に関連するDISC1 遺伝子の新機能.  Medical Bio 7 月号, 88─89, 2009.  
石浦 章一.  （書評）「私が何を忘れたか, 思い出せない」  （スー・ハルパーン著）Clinical Neuroscience 27, 1166, 2009.  
石浦 章一.  （書評）身近な動物を使った実験 1, 2（鈴木範男編） 生化学  81, 840, 2009.  
石浦 章一.  遺伝子治療の近未来.  遺伝  63, 76─77, 2009.  
石浦 章一.  脳科学と心の作用  4.  脳の働きを調べる.  聖教新聞  8 月 6 日, 2009.  
石浦 章一.  脳科学と心の作用  5.  聖教新聞  8 月 13 日, 2009.  
石浦 章一.  「老いない脳」をつくる.  人の気持ちを推測する.  みのりの時 7 号/秋号  80─81, 2009.  
石浦 章一.  「老いない脳」をつくる.  薬にまつわる話あれこれ.  みのりの時 8 号/冬号  
石浦 章一.  細菌を殺す秘密兵器.  Medical Bio 9 月号, 70─71, 2009.  
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Tetrafluoro-1,4-benzoquinone Charge-transfer Complex. Cryst. Growth Des., 9, 2393─2397, 2009. 
Harada, T., Miyoshi, Y., Kuroda, R.  High performance diffuse reflectance circular dichroism spectrophotometer. Rev. Sci. 

Instruments, 80, 046101, 2009. 
Imai, Y., Kinuta, T., Kamon, K., Sato, T., Kuroda, R., Matsubara, Y.  Colored Supramolecular Host System Using a Charge-

Transfer Complex Composed of 1,1’-Bi-2-naphthol and 2,5-Disubstituted-1,4-benzoquinone. Eur. J. Org. Chem., 2519─2525, 
2009. 

Imai, Y., Murata, K., Nakano, Y., Harada, T., Sato, T., Tajima, N., Fujiki, M., Kuroda, R.,  Matsubara, Y.  Solid-state Optical 
Properties of Chiral Supramolecular Organic Fluorophore Consisting of Fluorescent 1-Pyrenesulfonic Acid and Amine 
molecules. Eur. J. Org. Chem., 3244─3248, 2009. 

Imai, Y., Kamon, K., Kinuta, T., Sato, T., Kuroda, R., Matsubara, Y.  Conformational and color polymorphism of achiral 
2-methyl-3-（2-naphthalenylthio）- 1,4-naphthalenedione. CrystEngComm, 11, 1223─1226, 2009. 

Sue, D., Takahashi, K., Harada, T., Kuroda, R., Kawabata, T., Tsubaki, K.  Synthesis of chiral dotriacontanaphthalenes: How 
many naphthalene units can be elaborately connected?  J. Org. Chem., 74（10）, 3940─3943, 2009. 

Bringmann, G., Maksimenka, K., Bruhn, T., Reichert, M., Harada, T., Kuroda, R.  Quantum chemical CD calculations of 
dioncophylline A in the solid state. Tetrahedron, 65, 5720─5728, 2009. 

Kinuta, K., Kise, Y., Kamon, K., Tajima, N., Sato, T., Kuroda, R., Matsubara, Y., Imai, Y.  Charge-Transfer Host Complex with 
Channel-like Cavity Using Disubstituted-1,1'-bi-2-naphthol and Benzylviologen. Tetrahedron Lett., 50, 5786─5789, 2009. 

Imai, Y., Kamon, K., Kinuta, T., Tajima, N., Sato, T., Kuroda, R., Matsubara, Y.  Multiple Molecular Recognition Host System 
using Charge transfer Complex of 3,3'-Disubstituted-1,1'-bi-2-naphthol and Methylviologen. Cryst.Growth Des., 9, 4096─4101, 
2009. 

Sekiya, R., Nishikiori, S., Kuroda, R.  Combination between metal-ligand coordination and hydrogen bond interaction: a facile 
route for the counstruction of 3D coordination betworks with the ablility to include relatively large aromatic molecules.
CrystEngComm., 2251─2253, 2009. 

Yoshida, J., Nishikiori, S., Kuroda, R.  Formation of a Chiral Host with Axially Chiral Cationic 1D Coordination Polymers 
Composed of Achiral Building Blocks and Inclusion of Anionic Tris-chelate Complexes in an Unbalanced delta/lambda 
Ratio. Bull. Chem. Soc. Japan, 82（11）, 1377─1385, 2009. 

Kinuta, T., Kamon, K., Harada, T., Nakano, Y., Tajima, N., Sato, T., Fujiki, M., Kuroda, R.,  Matsubara, Y., Imai, Y.  Solid-state 
Chiral Supramolecular Organic Fluorophore having a π-Conjugated Phenylene Ethynylene Unit. Eur. J. Org. Chem., 5760
─5764, 2009. 

黒田 玲子.  科学の国際的展望. 高分子 1 月号. 40. 高分子学会（東京）. 2009. 
黒田 玲子.  ICSU副会長就任にあたって. 学術の動向 4 月号. 71─73. 日本学術会議（東京）. 2009. 
黒田 玲子.  医療の進歩と社会−科学技術インタープリターの観点から. 脳と心はどこまで科学でわかるか. （石浦 章一, 黒田 玲

子, 山科 直子 編集）. 139─164. 南山堂（東京）. 2009. 
黒田 玲子.  私の自慢−キラリティーに魅せられて. 化学と工業 5 月号. 559─561.日本化学会（東京）. 2009. 
黒田 玲子.  英国の大学を本当に理解するために. 変貌する英国の大学. ⅩⅠ-ⅩⅡ. 科学技術振興機構（東京）. 2009. 
野依 良治, 黒田 玲子.  私の視点−科学技術外交 戦略を固めて人材を育てよ. 朝日新聞. オピニオン 19. 朝日新聞社（東京）. 2009. 

昆  隆英（Takahide Kon）
Kon, T., Imamula, K., Roberts, A.J., Ohkura, R., Knight, P.J., Gibbons, I.R., Burgess, S.A., Sutoh, K.  Helix sliding in the stalk 

coiled coil of dynein couples ATPase and microtubule binding. Nature Struct. Mol. Biol., 16, 325─333, 2009. 
Roberts, A.J., Numata, N., Walker, M.L., Malkova, B., Kon, T., Ohkura, R., Arisaka, F., Knight, P.J., Sutoh, K., Burgess, S.A.  

AAA+ ring and linker swing mechanism in the dynein motor. Cell, 136, 485─495, 2009. 

佐藤  健（Ken Sato）
Tabata, K.V., Sato, K., Ide, T., Nishizaka, T., Nakano, A., Noji, H.  Visualization of cargo concentration by COPII minimal 

machinery in a planar lipid membrane.  EMBO J., 28, 3279─3289, 2009.  
Murakami-Sekimata, A., Sato, K., Sato, K., Takashima, A., Nakano, A.  O-Mannosylation is required for the solubilization of 

heterologously expressed human β-amyloid precursor protein in Saccharomyces cerevisiae.  Genes Cells, 14, 205─215, 2009.  
佐藤 健.  小胞体における積み荷蛋白質の選別とCOPII小胞形成のメカニズム.  蛋白質核酸酵素（増刊）53, 2039─2045, 2008.  

佐藤  直樹（Naoki Sato）
Sato, N.  Gclust: trans-kingdom classification of proteins using automatic individual threshold setting. Bioinformatics, 25, 599─

605, 2009. 
Mizusawa, N., Sakurai, I., Sato, N., Wada, H.  Lack of digalactosyldiacylglycerol increases the sensitivity of Synechocystis sp. 

PCC 6803 to high light stress. FEBS Lett., 583, 718─722, 2009. 
Terasawa, K., Sato, N.  Plastid localization of the PEND protein is mediated by a noncanonical transit peptide. FEBS J., 276, 

1709─1719, 2009. 
Ishikawa, M., Fujiwara, M., Sonoike, K., Sato, N.  Orthogenomics of photosynthetic organisms: Bioinformatic and experimental 

analysis of chloroplast proteins of endosymbiotic origin in Arabidopsis and their counterparts in Synechocystis. Plant Cell 

業績リスト



34 35

Physiol., 50, 773─788, 2009. 
Mizusawa, N., Sakata, S., Sakurai, I., Sato, N., Wada, H.  Involvement of digalactosyldiacylglycerol in cellular thermotolerance in 

Synechocystis sp. PCC 6803. Arch. Microbiol., 191, 595─601, 2009. 
Fujiwara, M.T., Sekine, K., Yamamoto, Y.Y., Abe, T., Sato, N., Itoh, R.D.  Live imaging of chloroplast FtsZ1 filaments, rings, 

spirals, and motile dot structures in the AtMinE1 mutant and overexpressor of Arabidopsis thaliana. Plant Cell Physiol., 
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Sekine, K., Sakakibara, Y., Hase, T., Sato, N.  A novel variant of ferredoxin-dependent sulfite reductase having preferred 
substrate specificity for nitrite in the unicellular red alga Cyanidioschyzon merolae. Biochem. J., 423, 91─98, 2009. 

光合成研究法.  （北海道大学低温科学研究所・日本光合成研究会共編）.（低温科学 67巻）583─586, 657─662. 北海道大学低温科学研
究所（札幌）. 2008. 

庄田  耕一郎（Kohichiroh Shohda）
Takinoue, M., Kiga, D., Shohda, K., Suyama, A.  RNA oscillator: limit cycle oscillations based on artificial biochemical reactions. 

New Generation Computing, 27, 107─127, 2009. 

杉山  亨（Toru Sugiyama）
Sugiyama, T., Imamura, Y., Kurihara, M., Kittaka, A.  Cooperative strand invasion by peptide nucleic acid. Peptide Science, 
2008, 481─482. 2009. 

須藤  和夫（Kazuo Sutoh） 
Hiyama, S., Gojo , R., Shima, T., Takeuchi, S., Sutoh, K.  Biomolecular-Motor-Based Nano- or Microscale Particle Translocations 

on DNA Microarrays. Nano Letters. 9, 2407─2413, 2009. 
Roberts, A.J., Numata, N., Walker, M.T., Kato, Y.S., Malkova, B., Kon, T., Ohkura, R., Arisaka, F., Knight, P.J., Sutoh, K., Burgess. 

S.A.  AAA+ Ring and Linker Swing Mechanism in the Dynein Motor. Cell 136, 485─595, 2009. 
Kon, T., Imamula, K., Roberts, A.J., Ohkura, R., Knight, P.J., Gibbons, I.R., Burgess, S.A.,  Sutoh. K.  Helix sliding in the stalk 

coiled coil of dynein couples ATPase and microtubule binding. Nature Structural and Molecular Biology 16, 325─333, 2009. 

陶山  明（Akira Suyama）
Sakai, Y., Mawatari, Y., Yamasaki, K., Shohda, K., Suyama, A.  Construction of AND gate for RTRACS with the capacity of 

extension to NAND gate. Lect. Notes Comput. Sc., 5877, 137─143, 2009. 
Takinoue, M., Kiga, D., Shohda, K., Suyama, A.  RNA oscillator: Limit cycle oscillations based on artificial biomolecular 

reactions. New Generation Computing, 27, 107─127, 2009. 

関谷  亮（Ryo Sekiya）
Sekiya, R., Nishikiori, S., Kuroda, R.  Combination between metal-ligand coordination and hydrogen bond interaction: a facile 

route for the construction of 3D coordination networks with the ability to include relatively large aromatic molecules. 
CrystEngComm., 11, 2251─2253, 2009. 

竹田  篤史（Atsushi Takeda） 
Kumakura, N., Takeda, A., Fujioka, Y., Motose, H., Takano, R., Watanabe, Y.  SGS3 and RDR6 interact and colocalize in 

cytoplasmic SGS3/RDR6-bodies.  FEBS Lett.,  583, 1261─1266, 2009. 

丹野  義彦（Yoshihiko Tanno）
Asai, T. & Tanno, Y.  Schizotypy and handedness in Japanese participants; revisited. Laterality, 14, 86─94, 2009. 
Asai, T., Sugimori, E., & Tanno, Y. Schizotypal personality traits and atypical lateralization in motor and language functions. 

Brain and Cognition, 71, 26─37, 2009. 
Moriya, J. & Tanno, Y.  Competition between endogenous and exogenous attention to nonemotional stimuli in social anxiety. 

Emotion, 9, 739─743, 2009. 
Moriya, J. & Tanno, Y.  Dysfunction of attentional networks for non-emotional processing in negative affect. Cognition & 

Emotion, 23, 1090─1105, 2009. 
Takano, K., & Tanno, Y.  Self-rumination, self-reflection, and depression: Self-rumination counteracts the adaptive effect of self-

reflection. Behaviour Research and Therapy, 47, 260─264, 2009. 
Yamauchi, T., Sudo, A., & Tanno, Y.  Perceptions of paranoid thoughts in a nonclinical group of college students. Psychological 

Reports, 104, 699─710, 2009. 
Yamauchi, T., Sudo, A., & Tanno, Y.  Relationship between anger and paranoid thoughts in a nonclinical sample. Psychological 

Reports, 105, 375─380, 2009. 
星野 貴俊, 丹野 義彦.  自我漏洩感における体験率の個人差を説明するパーソナリティ要因.  パーソナリティ研究 17, 226─228. 

2009. 
高野 慶輔, 丹野 義彦.  抑うつと私的自己意識の 2 側面に関する縦断的研究.  パーソナリティ研究, 17, 261─269, 2009. 
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上野 真弓, 丹野 義彦, 石垣 琢麿.  大学生の持つ抑うつ傾向と攻撃性との関連：攻撃性の 4 つの下位尺度を踏まえて.  パーソナリ
ティ研究, 18, 71─73, 2009. 

山内 貴史, 須藤 杏寿, 丹野 義彦.  日本語版Brief Core Schema Scalesの信頼性・妥当性.  心理学研究, 79, 498─505, 2009. 
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17, 182─193, 2009. 

丹野 義彦.  世界の認知行動療法の現状と将来.  認知療法研究, 2, 1─5, 2009. 
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千野  謙太郎（Kentaro Chino）
Chino, K., Mitsukawa, N., Kobayashi, K., Miyoshi, Y., Oda, T., Kanehisa, H., Fukunaga, T., Fukashiro, S., Kawakami, Y.  The 
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Appl. Biomech., 25, 111─118, 2009. 

坪井  貴司（Takashi Tsuboi）
Ravier, M.A., Tsuboi, T., Rutter, G.A.  Imaging a target of Ca2+ signalling: Dense core granule exocytosis viewed by total 

internal reflection fluorescence microscopy. Methods 46, 233─238, 2008. 
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cells. Neuroscience Research 63, 83─88, 2009. 
Ohata, S., Kinoshita, S., Aoki, R., Tanaka, H., Wada, H., Tsuruoka-Kinoshita, S., Tsuboi, T., Watabe, S., Okamoto, H.  

Neuroepithelial cells require fucosylated glycans to guide the migration of vagus motor neuron progenitors in the 
developing zebrafish hindbrain. Development 136, 1653─1663, 2009.  

Maekawa, F., Tsuboi, T., Fukuda, M., Pellerin, L.  Regulation of the intracellular distribution, cell surface expression, and 
protein levels of AMPA receptor GluR2 subunits by the monocarboxylate transporter MCT2 in neuronal cells. Journal of 
Neurochemistry 109, 1767─1778, 2009. 

Maekawa F, Tsuboi T, Yada T and Pellerin L.  Monocarboxylate transporter-2 （MCT2） regulates subcellular localization and 
surface expression of glutamate receptor-2 （GluR2）. The Journal of Physiological Sciences 59 （Suppl. 1）, p136, 2009. 

Aoki R, Kitaguchi T and Tsuboi T.  Myosin II regulates “kiss-and-run” dense-core exocytosis revealed by total internal 
reflection fluorescence microscopy. The Journal of Physiological Sciences 59 （Suppl. 1）, p301, 2009. 

坪井 貴司.  第 6 章核と膜小器官.  ベーシックマスター細胞生物学. （尾脹部克志, 神谷律共編）.  114─130.  オーム社（東京） 2009. 

豊島  陽子（Yoko Toyoshima）
Furuta, K. and Toyoshima, Y. Y.  Diffusion and directed movement: In vitro motile properties of fission yeast kinesin-14 Pkl1.  

J. Biol.Chem. 283, 36465─36473, 2008. 
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Inhibition of cytoplasmic dynein activity by CRMP-2 through a direct interaction.  J Neurochem. 111, 380─390, 2009. 
豊島 陽子.  細胞内物質輸送：モータータンパク質.  分子生物学イラストレイテッド（田村隆明, 山本雅  編）.  187─191.  羊土社（東

京）.  2009.  

中島  美鈴（Misuzu Nakashima）
中島 美鈴, 島津 明人, 稗田 道成, 島田 俊夫.  集団認知行動療法の比較対照試験による効果検討（1）.  精神科治療学.  第 24巻 7 号.  

851─858, 2009.  
中島 美鈴.  解離性昏迷とはどのような障害ですか.  季刊 こころのりんしょうa・la・carte.  28（2）.  特集  解離性障害.  （岡野憲一

郎, 柴山雅俊, 奥田ちえ編）.  星和書店（東京）.  p258, 2009.  
中島 美鈴.  DVD版私らしさよ, こんにちは− 5 日間の新しい集団認知行動療法ワークブック.  星和書店（東京）.   
中島 美鈴.  私らしさよ, こんにちは− 5 日間の新しい集団認知行動療法ワークブック.  星和書店（東京）.   
デビッド D. バーンズ.  もういちど自分らしさに出会うための 10 日間−自尊感情をとりもどすためのプログラム.  （野村総一郎, 

中島美鈴  監修.  林建郎  訳.）.  星和書店（東京）.  2009.   
デビッド D. バーンズ.  もういちど自分らしさに出会うための 10 日間リーダーズマニュアルー自尊感情をとりもどすためのプロ

グラム.  （野村総一郎, 中島美鈴  監修.  林建郎  訳.）.  星和書店（東京）.  2009.   

成川  礼（Rei Narikawa）
Narikawa, R., Muraki, N., Shiba, T., Ikeuchi, M., Kurisu, G.  Crystallization and preliminary X-ray studies of the chromophore-

binding domain of cyanobacteriochrome AnPixJ from Anabaena sp. PCC 7120. Acta Crystallogr. Sect. F Struct. Biol. 
Cryst. Commun., 65, 159─162, 2009. 

Midorikawa, T., Matsumoto, K., Narikawa, R., Ikeuchi, M.  An Rrf2-type transcriptional regulator is required for expression of 
psaAB genes in the cyanobacterium Synechocystis sp. PCC 6803. Plant Physiol., 151, 882─892, 2009. 

Watanabe, M., Iwai, M., Narikawa, R., Ikeuchi, M.  Is the photosystem II complex a monomer or a dimer? Plant Cell Physiol., 
50, 1674─1680, 2009. 
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成川 礼, 岡本 忍.  光合成生物のオミックスデータベース利用法, 低温科学, 67, 673─678, 2009. 

箸本  春樹（Haruki Hashimoto）
Murakami, R., Hashimoto, H.  Unusual nuclear division in Nannochloropsis oculata （Eustigmatophyceae, Heterokonta） which 

may ensure faithful transmission of secondary plastids. Protist 160, 41─49, 2009. 
Masuda, S., Ikeda, R., Masuda, T., Hashimoto, H., Tsuchiya, T., Kojima, H., Nomata, J., Fujita, Y., Mimuro, M., Ohta H., 

Takamiya, K.  Prolamellar bodies formed by cyanobacterial protochlorophyllide oxidoreductase in Arabidopsis. Plant J. 58, 
952─960, 2009. 

長谷川  寿一（Toshikazu Hasegawa）
Fujisawa, K., Kutsukake, N., Hasegawa, T.  Social network analyses of positive and negative relationships among Japanese 

preschool classmates. Int. J. Behav. Devel., 33, 193─201, 2009. 
Irie-Sugimoto, N., Kobayashi, T., Sato, T., Hasegawa, T.  Relative quantity judgment by Asian elephants.（Elephas maximus）. 

Anim. Cognit., 12, 193─199, 2009. 
Akechi, H., Senju, A., Kikuchi, Y., Tojo, Y., Osanai, H., Hasegawa, T.  Does gaze direction modulate facial expression processing 

in children with autism spectrum disorder ? Child Develop., 80, 1134─1146, 2009. 
Kikuchi, Y., Senju, A., Tojo, Y., Osanai, H., Hasegawa, T.  Faces do not capture special attention in children with autism 

spectrum disorder: A change blindness study. Child Develop., 80, 1421─1433, 2009. 
長谷川 寿一.  心の進化─人間の男性の攻撃性を中心に. 精神科, 15, 168─174, 2009. 
長谷川 寿一.  対人不安の進化心理学─ひきこもりと殺人率.  こころの科学. 174（9）, 84─89, 2009. 
長谷川 寿一.  科学・人間・社会─人間科学・社会科学部会からのまとめ. 特集：全ての国民のための科学リテラシー. 学術の動向. 

2009 年 4 月号, 30─33. 
長谷川 寿一, 長谷川 眞理子.  政治の進化生物学的基礎─進化政治学の可能性. レヴァイアサン, 44, 71─91. 木鐸社（東京）. 2009. 
開 一夫, 長谷川 寿一 編.  ソーシャルブレインズ─自己と他者を認知する脳.  東京大学出版会（東京）. 2009. 

八田  秀雄（Hideo Hatta）
八田 秀雄.  乳酸は使いやすいエネルギー.  ソフトドリンク技術資料.  156, 353─374, 2008. 
八田 秀雄.  乳酸は疲労物質ですか？.  肥満と糖尿病.  8, 886─888, 2009.  
八田 秀雄.  血中乳酸濃度から何がわかるのか.  トレーニング科学.  21, 143─148, 2009. 
八田 秀雄.  乳酸は疲労物質ではなく酸化基質.  体育の科学.  59, 162─167, 2009. 
八田 秀雄.  乳酸を活かした短距離走（下）.  月刊陸上競技.  43（1）, 102─105, 2009. 
八田 秀雄.  乳酸と運動生理・生化学─エネルギー代謝の仕組みー.  市村出版（東京）. 2009.  
八田 秀雄.  エネルギー代謝からみたスプリント走の特性.  スプリントトレーニング-速く走る・泳ぐ・滑るを科学する-（日本ト

レーニング科学会編）.  22─30.  朝倉書店（東京）.  2009.  
八田 秀雄.  運動の効果.  健康・運動科学の理論と実践（横澤喜久子編）.  38─44.  市村出版（東京）.  2009.  
八田 秀雄.  運動時における酸素と乳酸の代謝.  酸素ダイナミクス研究会編.  からだと酸素の事典（酸素ダイナミクス研究会編）.  

272─275.  朝倉書店（東京）.  2009.  
八田 秀雄.  運動と糖代謝と免疫.  運動と免疫  からだをまもる運動のふしぎ（大野秀樹, 木崎節子編）.  208─215.  ナップ（東京）.  

2009.  

平工  志穂（Shiho Hiraku）
平工 志穂,  フィットネス,  In: 健康・運動科学の理論と実践. 33─37, 横澤喜久子編,  市村出版,  2009.  
平工 志穂, 張 勇.  呼吸,  In: 健康・運動科学の理論と実践,  横澤喜久子編, 58─61, 市村出版,  2009.  
平工 志穂, 張 勇.  リラックス  リラックス法,  In: 健康・運動科学の理論と実践,  横澤喜久子編, 62─65, 市村出版,  2009.  

深代  千之（Senshi Fukashiro） 
Yoshioka, S., Nagano, A., Hay, DC., Fukashiro, S.  Biomechanical analysis of the relation between movement time and joint 

moment development during a sit-to-stand task. Biomed Eng Online. Oct 22;8:27, 2009. 
Chino, K., Mitsukawa, N., Kobayashi, K, Miyoshi, Y., Oda, T., Kanehisa, H., Fukunaga, T., Fukashiro, S., Kawakami, Y.  The 

influence of fascicle behavior on the lack of velocity dependence in eccentric joint torque in humans: in vivo observation. J 
Appl Biomech. 25（2）, 111─8, 2009. 

Arakawa, H., Nagano, A., Yoshioka, S., Fukashiro, S.  Interaction between elastic energy utilization and active state 
development within the work enhancing mechanism during countermovement. J Electromyogr Kinesiol. May 12, 2009. 

荒川 裕志, 長野 明紀, 吉岡 伸輔, 深代 千之.  直列弾性要素の長さおよび柔らかさが反動効果に及ぼす影響の定量.  Jpn J. Sports 
Sci Exerc. 13（3）, 108─113, 2009.

藤原  誠（Makoto Fujiwara）
Ishikawa, M., Fujiwara, M., Sonoike, K., Sato, N.  Orthogenomics of photosynthetic organisms: bioinformatic and experimental 

analysis of chloroplast proteins of endosymbiotic origin in Arabidopsis and their counterparts in Synechocystis. Plant Cell 

生命環境科学系



38 39

Physiol. 50, 773─788, 2009. 
Fujiwara, M. T., Sekine, K., Yamamoto, Y. Y., Abe, T., Sato, N., Itoh, R. D.  Live imaging of chloroplast FtsZ1 filaments, rings, 

spirals, and motile dot structures in the AtMinE1 mutant and overexpressor of Arabidopsis thaliana. Plant Cell Physiol. 
50, 1116─1126, 2009. 

Fujiwara, M. T., Li, D., Kazama, Y., Abe, T., Uno, T., Yamagata, H., Kanamaru, K., Itoh, R. D.  Further evaluation of the 
localisation and functionality of hemagglutinin epitope- and fluorescent protein-tagged AtMinD1 in Arabidopsis thaliana. 
Biosci. Biotechnol. Biochem. 73, 1693─1697, 2009. 

Kojo, K. H., Fujiwara, M. T., Itoh, R. D.  Involvement of AtMinE1 in plastid morphogenesis in various tissues of Arabidopsis 
thaliana. Biosci. Biotechnol. Biochem. 73, 904731─8, 2009. 

Chen, Y., Asano, T., Fujiwara, M. T., Yoshida, S., Machida, Y., Yoshioka, Y.  Plant cells without detectable plastids are 
generated in the crumpled leaf mutant of Arabidopsis thaliana. Plant Cell Physiol. 50, 956─969, 2009. 

Kazama, Y., Fujiwara, M. T., Koizumi, A., Nishihara, K., Nishiyama, R., Kifune, E., Abe, T., Kawano, S.  A SUPERMAN-like 
gene is exclusively expressed in female flowers of the dioecious plant Silene latifolia. Plant Cell Physiol. 50, 1127─1141, 
2009. 

二井  勇人（Eugene Futai）
Futai, E., Yagishita, S., and Ishiura, S.  Nicastrin is dispensable for gamma-secretase protease activity in the presence of 

specific presenilin mutations. J. Biol. Chem. 284, 13013─13022, 2009.  
Yagishita, S., Futai, E., and Ishiura, S.  In vitro reconstitution of γ-secretase activity using yeast microsomes. Biochem. Biophys. 

Res. Commun. 377, 141─145, 2008. 
Ebina, M., Futai, E., Tanabe, C., Sasagawa, N., Kiso, Y., and Ishiura, S.  Inhibition by KMI-574 leads to dislocalization of BACE1 

from lipid rafts. J. Neurosci. Res. 87, 360─368, 2009. 
Tanabe, C., Ebina, M., Asai, M., Futai, E., Sasagawa, N., Katano, K., Fukami, H., and Ishiura, S.  1,3-Capryloyl-2-arachidonoyl 

glycerol activates alpha-secretase activity and suppresses Abeta40 secretion in A172 cells. Neurosci. Lett. 450, 324─326, 
2009. 

Oyama, S., Yamakawa, H., Sasagawa, N., Hosoi, Y., Futai, E., and Ishiura, S.  Dysbindin-1, a schizophrenia-related protein, 
functionally interacts with the DNA-dependent protein kinase complex in an isoform-dependent manner. PLoS One. 4, 
e4199, 2009.  

Toriumi, K., Oma, Y., Mimoto, A., Futai, E., Sasagawa, N., Turk, B., and Ishiura, S.  Polyalanine tracts directly induce the 
release of cytochrome c, independently of the mitochondrial permeability transition pore, leading to apoptosis. Genes Cells. 
14, 751─757, 2009. 

Nojima, J., Oma, Y., Futai, E., Sasagawa, N., Kuroda, R., Turk, B., and Ishiura, S.  Biochemical analysis of oligomerization of 
expanded polyalanine repeat proteins. J. Neurosci. Res. 87, 2290─2296, 2009. 

松田  良一（Ryoichi Matsuda）
Kikkawa, N., Ohno, T., Nagata, Y., Shiozuka, M., Kogure, T., Matsuda, R.  Ectopic calcification is caused by elevated levels of 

serum inorganic phosphate in mdx mice. Cell Struc. Func., 34, 77─88, 2009. 
松田 良一.  「羊水」は教えられているか？−日本と諸外国の静物教育比較の観点から  （脳と心はどこまで科学でわかるか？（東京

大学科学技術インタープリター養成プログラム・東京大学生命科学構造化センター  監修, 石浦章一, 黒田玲子, 山科直子  編）
73─110.  南山堂（東京）2009.  

水澤  直樹（Naoki Mizusawa）
Mizusawa, N., Sakata, S., Sakurai, I., Sato, N., Wada, H.  Involvement of digalactosyldiacylglycerol in cellular thermotolerance of 

Synechocystis sp. PCC 6803. Arch. Microbiol., 191, 595─601, 2009. 
Mizusawa, N., Sakurai, I., Sato N., Wada, H.  Lack of digalactosyldiacylglycerol increases the sensitivity of Synechocystis sp. 

PCC 6803 to high light stress. FEBS Lett., 783, 718─722, 2009. 
Wada, H., Mizusawa, N.  The role of phosphatidylglycerol in photosynthesis. Lipids in Photosynthesis: Essential and Regulatory 

Function （Wada, H., Murata, N. 編）. 243─263. Springer. Dordrecht. 2009. 

道上  達男（Tatsuo Michiue）
Kojima, T., Shimazui, T., Hinotsu, S., Joraku, A., Oikawa, T., Kawai, K., Horie, R., Suzuki, H., Nagashima, R., Yoshikawa, K., 

Michiue, T., Asashima, M., Akaza, H., Uchida, K.  Decreased expression of CXXC4 promotes a malignant phenotype in 
renal cell carcinoma by activating Wnt signaling. Oncogene. 28, 297─305, 2009. 

Asashima, M., Ito, Y., Chan, T., Michiue, T., Nakanishi, M., Suzuki, K., Hitachi, K., Okabayashi, K., Kondow, A., Ariizumi, T.  In 
vitro organogenesis from undifferentiated cells in Xenopus.  Dev Dyn. 238, 309─1320, 2009. 

Ariizumi, T., Takahashi, S., Chan, T.C., Ito, Y., Michiue, T., Asashima, M.  Isolation and differentiation of Xenopus animal cap 
cells. Curr Protoc Stem Cell Biol. Chapter 1:Unit 1D.5, 2009. 

道上 達男.  ツメガエル胚から知る初期胚のボディパターン規定機構  『研究をささえるモデル生物』（吉川  寛・堀  寛  編）64─65.  
化学同人  2009.  
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浅島 誠, 道上 達男, 伊藤 弓弦.  研究をささえるカエルがわかる  『研究をささえるモデル生物』（吉川  寛・堀  寛  編）54─63. 化学
同人 2009. 

向井  千夏（Chinatsu Mukai）
Mukai, C., Bergkvist, M., Nelson, JL., Travis, AJ.  Sequential Reactions of Surface-Tethered Glycolytic Enzymes.  Chemistry & 

Biology. 16, 1013─1020, 2009.  
東京大学教養学部基礎生命科学実験編集委員会（共著, 共編）.  基礎生命科学実験  第 2 版.  東京大学出版会（東京）  2009.  

村上  郁也（Ikuya Murakami）
Kuriki, I., Ashida, H., Murakami, I., Kitaoka, A.  Functional brain imaging of the Rotating Snakes illusion by fMRI. Journal of 

Vision, 8 （10:16）, 1─10, 2008. 
Hisakata, R., Murakami, I.  Illusory position shift induced by plaid motion. Vision Research, 49, 2902─2910, 2009. 
Kaneko, S., Murakami, I.  Perceived duration of visual motion increases with speed. Journal of Vision, 9 （7:14）, 1─12, 2009. 
Kaneoke, Y., Urakawa, T., Hirai, M., Kakigi, R., Murakami, I.  Neural basis of stable perception of an ambiguous apparent 

motion stimulus. Neuroscience, 159, 150─160, 2009. 
Murakami, I., Kashiwabara, Y.  Illusory position shift induced by cyclopean motion. Vision Research, 49, 2037─2043, 2009.  
Hisakata, R., Murakami, I.  Illusory position shift induced by plaid motion. Journal of Vision, 9（8）, 689a, 2009. 
Kobayashi, K., Murakami, I.  Aftereffect of spatial offset between Gabor patches. Society for Neuroscience Annual Meeting, 39, 

651.5, 2009. 
Tajima, S., Takemura, H., Murakami, I., Okada, M.  Motion detection sensitivity modulated by a task-irrelevant illusory motion 

in an orthogonal direction: a population decoding model. Society for Neuroscience Annual Meeting, 39, 454.15, 2009. 
Takemura, H., Murakami, I.  Enhancement of motion detection sensitivity by orthogonal illusory motion. Society for 

Neuroscience Annual Meeting, 39, 454.16, 2009. 
Terao, M., Kato, M., Yagi, A., Murakami, I., Nishida, S.  Motion correspondence based on the proximity in the environmental 

coordinates during smooth pursuit eye movements. Society for Neuroscience Annual Meeting, 39, 454.1, 2009. 
吹上 大樹, 村上 郁也.  傾き残効はフラッシュ・ラグ効果と独立に生じる. VISION, 21, 237─241, 2009. 
久方 瑠美, 村上 郁也.  運動情報統合と運動による位置ずれとの関係. VISION, 21, 129─133, 2009. 
久方 瑠美, 村上 郁也.  静止画が動いて見える錯覚の空間スケーリング. VISION, 21, 233─236, 2009. 
村上 郁也. フラッシュ・ラグ効果の諸相. 心理学評論, 51, 250─262, 2008. 
Takemura, H., Murakami, I.  Enhancement of horizontal motion detection sensitivity by vertical illusory motion component. 基

礎心理学研究, 28, 183─184, 2009. 
Murakami, I.  Perceptual filling-in. Encyclopedia of Neuroscience （Binder, M.D., Hirokawa, N., Windhorst, U. 編）, 3106─3111. 

Springer-Verlag. Berlin. 2008. 

村上  裕（Hiroshi Murakami）
Yamagishi, Y., Ashigai, H., Goto, Y., Murakami, H., Suga, H.  Ribosomal synthesis of cyclic peptides with a fluorogenic oxidative 

coupling reaction. Chembiochem, 10（9）, 1469─72, 2009. 
Nakajima, E., Goto, Y., Sako, Y., Murakami, H., Suga, H.  Ribosomal Synthesis of Peptides with C-Terminal Lactams, 

Thiolactones, and Alkylamides. Chembiochem, 2009. 
Murakami, H., Ohta, A., Suga, H.  Bases in the anticodon loop of tRNA（Ala）（GGC） prevent misreading. Nat. Struct. Mol. Biol., 
16（4）, 353─8, 2009. 

Kawakami, T., Ohta, A., Ohuchi, M., Ashigai, H., Murakami, H., Suga, H.  Diverse backbone-cyclized peptides via codon 
reprogramming. Nat. Chem. Biol., 5（12）, 888─90, 2009. 

Goto, Y., Iwasaki, K., Torikai, K., Murakami, H., Suga, H.  Ribosomal synthesis of dehydrobutyrine- and methyllanthionine-
containing peptides. Chem. Commun. （Camb）, 23, 3419─21, 2009. 

村越  隆之（Takayuki Murakoshi）
Yoshie, M., Kudo, K., Murakoshi, T., Ohtsuki, T.  Music performance anxiety in skilled pianists: Effects of social-evaluative 

performance situation on subjective, autonomic, and electromyographic reactions. Exp Brain Res, 199, 117─126, 2009.  
精神疾患と認知機能: 脳機能と認知機能（精神疾患と認知機能研究会編）.  35─41, 新興医学出版社（東京）.  2009.   

村田  昌之（Masayuki Murata）
Fujimura, K., Katahira, J., Kano, F., Yoneda, Y., Murata, M.  Microscopic dissection of the process of stress granule assembly. 

Biochim Biophys Acta., 1793, 1728─1737, 2009. 
Morikawa, R.K., Aoki, J., Kano, F., Murata, M., Yamamoto, A., Tsujimoto, M., Arai, H.  Intracellular Phospholipase A1 iPLA1

（gamma） is a Novel Factor Involved in COPI- and Rab6-Independent Retrograde Transport between the ER and the 
Golgi Complex. J Biol Chem., 284, 26620─26630, 2009. 

Fujiki, K., Kano, F., Murata, M.  Expression of the peroxisome proliferator activated receptor gamma gene is repressed by 
DNA methylation in visceral adipose tissue of mouse models of diabetes. BMC Biology, Jul 10;7:38, 2009. 
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Kano. F., Yamauchi, S., Yoshida, Y., Watanabe-Takahashi, M., Nishikawa, K., Nakamura, N., Murata, M.  Yip1A regulates the 
retrograde transport form the Golgi apparatus to the endoplasmic reticulum. J. Cell Sci., 122, 2218─2227, 2009. 

Fujimura, K., Katahira, J., Kano, F., Yoneda, Y., Murata, M.  Selective localization of PCBP2 to cytoplasmic processing bodies. 
Biochim Biophys Acta., 1793, 878─887, 2009. 

Adachi, A., Kano, F., Saido, T.C., Murata M.  Visual screening and analysis for kinase-regulated membrane trafficking pathways 
that are involved in extensive beta-amyloid secretion. Genes Cells., 14, 355─369, 2009. 

森長  真一（Shin-Ichi Morinaga）
Morinaga, S.-I., Kumano, Y., Ota, A., Yamaoka, R., Sakai, S.  Day-night fluctuations in floral scent and their effects on 

reproductive success in Lilium auratum. Pop. Ecol., 51, 187─195, 2009. 

山田  貴富（Takatomi Yamada）
Hirota, K., Fukuda, T., Yamada, T., Ohta, K.  Analysis of chromatin structure at meiotic DSB sites in yeasts,. Methods Mol. 

Biol., 557, 253─66, 2009. 
東京大学教養学部基礎生命科学実験編集委員会編.  基礎生命科学実験第 2 版  東京大学出版会（東京） 2009. 

若杉  桂輔（Keisuke Wakasugi）
Watanabe, S., Wakasugi, K.  Functional characterization of neuroglobin, a novel member of the vertebrate globin family. J. 

Biol. Inorg. Chem. 14, S171, 2009. 
Wakasugi, K.  Regulation of human tryptophanyl-tRNA synthetase activity by heme. J. Biol. Inorg. Chem. 14, S196, 2009. 
若杉 桂輔.  「酸素結合タンパク質（ニューログロビン, サイトグロビン）：酸化ストレスに対し細胞を保護するタンパク質」, からだ

と酸素の事典（酸素ダイナミックス研究会編集）. 253─255. 朝倉書店, 2009. 

和田  元（Hajime Wada）
Mizusawa, N., Sakurai, I., Sato, N. Wada, H.  Lack of digalactosyldiacylglycerol increses the sensitivity of Synechocystis sp. PCC 

6803 to high light stress. FEBS Lett., 583, 718─722, 2009. 
Domonkos, I., Malec, P., Laczko-Dobos, H., Bozkurt, O., Kinga Klodawska, K., Wada, H., Strzalka, K., Gombos, Z.  

Phosphatidylglycerol depletion induces an increase in myxoxanthophyll biosynthetic activity in Synechocystis PCC 6803 
cells. Plant Cell Physiol., 50, 374─382, 2009. 

Katayama, K., Wada, H.  Cellular function of the phospholipid cardiolipin. Plant Morphol., 21, 17─28, 2009. 
Mizusawa, N., Sakata, S., Sakurai, I., Sato, N., Wada, H.  Involvement of digalactosyldiacylglycerol in cellular thermotolerance of 

Synechocystis sp. PCC 6803. Arch. Microbiol., 191, 595─601, 2009. 
Wada, H., Murata, N.  Lipids in thylakoid membranes and photosynthetic cells. Lipids in Photosynthesis: Essential and 

Regulatory Functions. （Wada, H., Murata N. 編）. 1─9, Springer. Dordrecht. 2009. 
Wada, H., Mizusawa, N.  The role of phosphatidylglycerol in photosynthesis. Lipids in Photosynthesis: Essential and Regulatory 

Functions. （Wada, H., Murata, N. 編）. 243─263. Springer. Dordrecht. 2009.  
Sato, N., Wada, H.  Lipid biosynthesis and its regulation in cyanobacteria. Lipids in Photosynthesis: Essential and Regulatory 

Functions. （Wada, H., Murata, N. 編）. 157─177. Springer. Dordrecht. 2009. 
Wada, H., Murata, N.  Lipids in Photosynthesis: Essential and Regulatory Functions. Springer. Dordrecht. 2009. 
和田 元.  読書のすすめ. 化学 64, 58, 2009. 

渡辺  雄一郎（Yuichiro Watanabe） 
Meyers, B.C., Axtell, M. J., Bartel, B., Bartel, D.P., Baulcombe, D., Bowman, J.L., Cao, X., Carrington, J.C., Chen, X., Green, P.J., 

Griffiths-Jones, S., Jacobsen, S.E., Mallory, A.C., Martienssen, R.A., Poethig, R.S., Qi, Y., Vaucheret, H., Vazquez, F., Voinnet, 
O., Watanabe, Y., Weigel , D. and Zhu, J.K.  Criteria For Annotation of Plant microRNAs.  Plant Cell 20, 3186─3190, 2008. 

Kumakura, N., Takeda, A., Fujioka, Y., Motose, H., Takano, R. and Watanabe, Y.  SGS3 and RDR6 interact and colocalize in 
cytoplasmic SGS3/RDR6-bodies. FEBS Lett. 583, 1261─1266, 2009. 

Sasagawa, N., Ohno, E., Kino, Y., Watanabe, Y. and Ishiura, S.  Identification of Caenorhabditis elegans K02H8.1 （CeMBL） as 
the functional ortholog of the mammalian MBNL proteins.  J. Neuroscience Res. 87, 1090─1097, 2009. 

Tagami, Y., Motose, H. and Watanabe, Y.  A dominant mutation in DCL1 suppresses the hyl1 mutant phenotype by promoting 
the processing of miRNA.  RNA 15, 450─458, 2009. 

Sasaki, N., Ogata, T., Deguchi, M., Nagai, S., Tamai, A., Meshi, T., Kawakami, S., Watanabe, Y., Matsushita, Y., Nyunoya, H.  
Overexpression of putative transcriptional coactivator KELP interferes with Tomato mosaic virus cell-to-cell movement.  
Mol. Plant Pathol. 10, 161─173, 2009. 

本瀬 宏康, 渡辺 雄一郎.  植物バイオテクノロジーと遺伝子組換え食品.  改訂第 3 版分子生物学イラストレイテッド  335─341.  羊
土社（東京）.  2009. 

Hori, K. and Watanabe, Y.  In vivo analysis of plant NMD.  In RNA Turnover, part B/  Methods in Enzymology. （Maquat, L. E. 
and Kiledjian, M. eds.） 449, 166─177, 2008. 

Kurihara, Y. and Watanabe, Y.  Processing of miRNA precursors  In Plant microRNA protocol book / Methods in Molecular 
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Biology series （Green, P. and Blake eds.）. 

渡會  公治（Koji Watarai）
伊藤 博一, 眞瀬垣 啓, 河崎 尚史, 小野 大輔, 中嶋 寛之, 渡會 公治.  真下投げのバイオメカニクス−ボールリリースとステップ動

作を中心に−.  日本臨床スポーツ医学会誌.  17（1）, 5─12, 2009.  
伊藤 博一, 眞瀬垣 啓, 河崎 尚史, 小野 大輔, 中嶋 寛之, 渡會 公治.  ZERO真下投げのバイオメカニクス−ボールリリースとス

テップ動作を中心に−.  日本臨床スポーツ医学会誌.  17（2）, 297─304, 2009.  
伊藤 博一, 眞瀬垣 啓, 河崎 尚史, 小野 大輔, 中嶋 寛之, 渡會 公治.  年代別・肘有痛部位と真下投げVAS評価の詳細−野球選手

10,957 名のフィールド調査から−  日本臨床スポーツ医学会誌.  17（2）, 362─372, 2009.  
伊藤 博一, 眞瀬垣 啓, 河崎 尚史, 小野 大輔, 中嶋 寛之, 渡會 公治.  心臓振盪予防の観点から捕球指導を考える−野球指導 1, 527

名におけるアンケート調査から−  日本臨床スポーツ医学会誌.  17（3）, 486─496, 2009.  
河崎 尚史, 伊藤 博一, 眞瀬垣 啓, 小野 大輔, 渡會 公治.  立位, 坐位, 四這い姿勢における脊椎や正面アライメント・可動性の比較.  

体力科学.  58, 517─526, 2009.  
渡會 公治, 今井 一博.  中高年とスポーツ.  スポーツ指導者のためのスポーツ医学.  （小出  清一, 福林  徹, 河野  一朗  編集）.  250

─255.  （株）南江堂.  2009.  
渡會 公治, 小黒 賢二.  スポーツ障害.  Monthly Book Orthopaedics. 22（12）, 135─144, 2009. 

大学院生，学振特別研究員など
渡辺 麻衣.  光化学系Ⅱ複合体は界面活性剤により二量体化する!?  光合成研究  vol. 19, 48─51, 2009. 
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広域システム科学系
新井  祥穂（Sachiho Arai）
新井 祥穂, 永田 淳嗣.  沖縄・石垣島のサトウキビ作経営群の技術選択とサトウキビ政策.  経済地理学年報 55, 215─233, 2009.  
Arai, S. W.  Pembangunan perkebunan kelapa sawit di Provinsi Riau: sebuah tafsiran seputar pemberdayaan petani kebun. 

Komaba Studies in Human Geography, 19, 1─16, 2009. 

荒井  良雄（Yoshio Arai）
Arai, Y.  Mobile Internet and local information: A case in Japan. Komaba Studies in Human Geography, 18, 45─54, 2007.   
Arai, Y.  Geographical Factors in the Development of the Mobile Phone Market and Services in Japan. Komaba Studies in 

Human Geography, 19, 17─28, 2008. 
長沼 佐枝, 荒井 良雄, 江崎 雄治.  地方中核都市の郊外における人口高齢化と住宅地の持続可能性  −福岡市の事例−.  経済地理

学年報, 54（4）, 310─326, 2008.  
荒井 良雄, 長沼 佐枝.  大都市圏における人口高齢化と住宅地の持続性.  新都市, 63（8）, 28─31, 2009.  

池上  高志（Takashi Ikegami） 
Ikegami, T.  Rehabilitating Biology as a Natural History, Adaptive Behavior, vol. 17, Aug, pp.325─328, 2009. 
Aucouturier, J. J., and Ikegami, T.  The Illusion of Agency: Two Engineering Approaches to Compromise Autonomy and 

Reactivity in an Artificial System Adaptive Behavior, vol. 17, Oct, pp.402─420, 2009. 
Suzuki, K., Ikegami, T.  Shapes and Self-movements in Proto-Cell Systems, Artificial Life, 15（1）, 59─70, 2009. 
Toyota, T., Maru, N., Hanczyc, M. M., Ikegami, T., and Sugawara, T.  Self-Propelled Oil Droplets Consuming “Fuel” Surfactant. 
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T., Watanabe, J., Yamada, T., Yamamura, I., Yoshida, N., Yoshimi, K., Yui, Y., Benedettini, M., Cerulli, R., Di Giorgio, A., 
Molinari, S., Orfei, R., Pezzuto, S., Piazzo, L., Saraceno, P., Spinoglio, L., de Graauw, T., de Korte, P., Helmich, F., Hoevers, H., 
Huisman, R., Shipman, R., van der Tak, F., van der Werf, P., Wild, W., Acosta-Pulido, J., Cernicharo, J., Herreros, J., Martin-
Pintado, J., Najarro, F., Perez-Fourmon, I., Ramon Pardo, J., Gomez, F., Castro Rodriguez, N., Ade, P., Barlow, M., Clements, 
D., Ferlet, M., Fraser, H., Griffin, D., Griffin, M., Hargrave, P., Isaak, K., Ivison, R., Mansour, M., Laniesse, J., Mauskopf, P., 
Morozov, D., Oliver, S., Orlando, A., Page, M., Popescu, C., Serjeant, S., Sudiwala, R., Rigopoulou, D., Walker, I., White, G., 
Viti, S., Winter, B., Bock, J., Bradford, M., Harwit, M., Holmes, W.  The space infrared telescope for cosmology and 
astrophysics: SPICA A joint mission between JAXA and ESA. Experimental Astronomy, 23, 193─219, 2009. 

Kaneda, H., Fouks, B., Yasuda, A., Murakami, N., Okada, Y., Coulais, A., Doi, Y., Fujiwara, M., Kawada, M., Matsuo, H., 
Takahashi, H.  Application of Photoconductor Physical Transient Model to Fourier Transform Spectrometer Data of 
AKARI/Far-Infrared Surveyor （FIS）. PASP, 121, 549─557, 2009. 

Shirahata, M., Matsuura, S., Hasegawa, S., Ootsubo, T., Makiuti, S., Yamamura, I., Nakagawa, T., Kawada, M., Kaneda, H., Shibai, 
H., Doi, Y., Suzuki, T., Muller, T., Cohen, M.  Calibration and Performance of the AKARI Far-Infrared Surveyor （FIS） -- 
Slow-Scan Observation Mode for Point-Sources. PASJ, 61, 737─750, 2009. 

Sirahata, M,. Matsuura, S., Hasegawa, S., Ootsubo, T., Makiuti, S., Yamamura, I., Nakagawa, T., Kaneda, H., Doi, Y., Kawada, M., 
Shibai, H., Muller, T., Cohen, M.  Slow-scan performance of the Far-Infrared Surveyor （FIS） onboard AKARI. Proc. SPIE, 
7010, 70100D─70100D─12, 2008. 

Kaneda, H., Suzuki, T., Coulais, A., Doi, Y., Fouks, B., Kawada, M., Makiuti, S., Matsuura, S., Murakami, N., Nakagawa, T., Okada, 
Y., Shibai, H., Shirahata, M., Takahashi, H., Yasuda, A.  Far-Infrared Surveyor on AKARI: in-orbit characterization of 
transient response and radiation effects of Ge:Ga array detectors. Proc. SPIE, 7010, 70100E─70100E─10, 2008. 

Kawada, M., Takahashi, H., Murakami, N., Okada, Y., Yasuda, A., Ootsubo, T., Kaneda, H., Matsuo, H., Matsuura, S., Shirahata, 
M., Doi, Y., Fujiwara, M., Yamamura, I., Nakagawa, T., Shibai, H.  Imaging Fourier transform spectrometer with 
photoconductive detector arrays: an application to the AKARI far-infrared instrument. Proc. SPIE, 7010, 70100F─70100F─
11, 2008. 

Kohyama, T., Shibai, H., Kawada, M., Watabe, T., Matsuo, T., Ohkubo, A., Katoh, E., Kanoh, T., Suzuki, M., Mochizuki, S., 
Matsumoto, Y., Morishita, H., Yamamoto, K., Kanoh, R., Nakashima, A., Tanabe, M., Doi, Y., Narita, M.  Far-Infrared 
Interferometeric Telescope Experiment （FITE）: sensor optics. Proc. SPIE, 7013, 70133O─70133O─10, 2008. 

永田  淳嗣（Junji Nagata）
大橋 めぐみ, 永田 淳嗣.  岩手県産短角牛肉ショートフードサプライチェーンの動態の分析.  地理学評論, 82（2）, 91─117, 2009.   

 
新井 祥穂, 永田 淳嗣.  沖縄・石垣島のサトウキビ作経営群の技術選択とサトウキビ政策.  経済地理学年報, 55, 215─233, 2009.   
永田 淳嗣.  半島マレーシアにおける農業の空洞化.  朝倉世界地理講座第 3 巻.  （春山 成子, 藤巻 正己, 野間 晴雄  編）.  208─215.  

朝倉書店（東京）.  2009.  

中村  政隆（Masataka Nakamura）
Nakamura, M.  On the NBC-complexes and β-invariants of abstract convex geometries. Disc. Appl. Math., 157, 1799─1805, 2009. 
Nakamura, M.  Minimum Implicational Bases of Affine Convex Geometries, 京都大学数理解析研究所研究集会：21 世紀の数理

計画--アルゴリズムとモデリング,  アブストラクト集 16─17, 2009. 
中村 政隆.  マトロイド理論入門, 組み合わせ論サマースクール, アブストラクト集 1─20, 2009. 

丹羽  清（Kiyoshi Niwa）
Shirahada, K. and Niwa, K.  An activation-process management for technical organizations and its application to a Japanese 

automobile company. PICMET, 2009.
Itaya, K. and Niwa, K.  Extended Implementation of a Highly Autonomous R&D. PICMET, 2009.
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蜂巣  泉（Izumi Hachisu）
Kato, M., Hachisu, I., Cassatella, A.  A Universal Decline Law of Classical Novae. IV. V838 Her （1991）: A Very Massive White 

Dwarf. The Astrophysical Journal,  704,  1676─1688,  2009.  
Kato, M., Hachisu, I.  Multiplicity of Nova Envelope Solutions and Occurrence of Optically Thick Winds.  The Astrophysical 

Journal,  699, 1293─1299, 2009.  
Hachisu, I., Kato, M.  Optical and Supersoft X-Ray Light-Curve Models of Classical Nova V2491 Cygni: A New Clue to the 

Secondary Maximum.  The Astrophysical Journal, 699, 1293─1299, 2009.  
蜂巣 泉, 加藤 万里子.  6 章  連星系の進化.  シリーズ現代の天文学：恒星.  （野本憲一, 定金晃三, 佐藤勝彦  編集）.  221─279. 日本

評論社（東京）.  2009. 

藤垣  裕子（Yuko Fujigaki）
江間 有沙, 藤垣 裕子.  安全・安心とプライバシーとの相克：ICタグユーザーの意識調査を事例として. 科学技術社会論研究. 7, 

195─211, 2009. 
藤垣 裕子.  科学と法の接点〜法廷における科学, 科学技術社会論研究. 7, 105─109, 2009. 

増田  建（Tatsuru Masuda）
Masuda, S., Ikeda, R., Masuda, T., Hashimoto, H., Tsuchiya, T., Kojima, H., Nomata, J., Fujita, Y., Mimuro, M., Ohta, H., and 

Takamiya, K.  Prolamellar bodies formed by cyanobacterial protochlorophyllide oxidoreductase in Arabidopsis. Plant J., 58: 
952─960, 2009. 

Takahashi, S., and Masuda, T.  High-throughput heme assay by detection of chemiluminescence of reconstituted horseradish 
peroxidase. Combi. Chem. High Throughput Screen. 12: 532─535, 2009. 

Kobayashi, K., Awai, K., Nakamura, M., Nagatani, A., Masuda, T. and Ohta, H.  Type-B monogalactosyldiacylglycerol synthases 
are involved in phosphate starvation-induced lipid remodeling, and are crucial for low-phosphate adaptation. Plant J., 57: 
322─331, 2009. 

高橋 重一, 増田 建.  ヘムの分析  in 光合成研究法（「光合成研究法」編集委員会編）.  327─338.  低温科学（北海道大学低温科学研究
所）.  2009.  

増田 建.  二次代謝物の生合成と機能  in ベーシックマスター 植物生理学（塩井祐三・井上弘・近藤矩朗 共編）.  243─262.  オーム
社.  2009.  

増原  英彦（Hidehiko Masuhara）
青谷 知幸, 増原 英彦.  アドバイスの安全な実行のためのアスペクト指向プログラミング言語の型システム. コンピュータソフト

ウェア, 26（2）, 170─182, 2009. 
Appeltauer, M., Hirschfeld, R., Masuhara, H.  ContextJ: Improving the Development of Context-dependent Java Applications. 

International Workshop on Context-Oriented Programming, article no.5, 2009.  
当山 学, 増原 英彦.  異なる型の値を返すアドバイスを許すアスペクト指向言語の織込機構,  第 11 回プログラミングおよびプロ

グラミング言語ワークショップ（PPL2009）, 185─199, 2009. 

松尾  基之（Motoyuki Matsuo）
Hirabayashi, M., Matsuo, M., Hasegawa, S., Kobayashi, S., Tanabe, K.  Elemental analysis of airborne fine particles collected at 

roadside of an arterial road. J. Radioanal. Nucl. Chem., Articles, 278（2）, 479─483, 2008. 
Chudaev, O. V., Chudaeva, V. A., Sugimori, K., Kuno, A., Matsuo, M.  Composition and origin of modern hydrothermal systems 

of the Kuril island arc. Indian Journal of Marine Sciences, 37（2）, 166─180, 2008. 
Chudaeva, V. A., Chudaev, O. V., Yurchenko, S. G., Sugimori, K., Matsuo, M., Kuno, A.  The composition of groundwaters of 

Muraviov-Amursky Peninsula, Primorye, Russia. Indian Journal of Marine Sciences, 37（2）, 193─199, 2008. 
長谷川 篤, 田中 美穂, 久野 章仁, 松尾 基之.  谷津干潟及び芝浦運河の底質中における水質浄化作用の解析. 分析化学, 58（2）, 87─

94, 2009. 
Wakamatsu, O., Kuno, A., Matsuo, M., Hashimoto, T.  Crystal structure and thermal expansion behavior of 

La0.7Sr0.3Ga0.7Fe0.2Mg0.1O3-δ at high temperature -Effect of chemical state of Fe and oxygen nonstoichiometry-. 
Electrochemistry, 77（2）, 127─130, 2009. 

長谷川 篤, 田中 美穂, 隈倉 真, 久野 章仁, 松尾 基之.  谷津干潟堆積物中の浄化機能における間隙水の役割に関する研究. 分析化
学, 58（4）, 327─332, 2009. 

Shozugawa, K., Kuno, A., Miura, H., Matsuo, M.  57Fe Mössbauer study of specific iron species in the Antarctic Ocean 
sediments. J. Nuclear and Radiochemical Sciences, 10（1）, 13─17, 2009. 

佐藤 友彦, 磯﨑 行雄, 松尾 基之.  原生代末期-古生代前期における深海の酸化還元環境：57Fe Mössbauer分光法による遠洋深海
チャートの検討. 地質学雑誌, 115（8）, 391─399, 2009. 

山口  和紀（Kazunori Yamaguchi）
成毛 源樹, 山口 和紀.  P2Pネットワークにおけるtop-k検索のための軽量インデックス, 情報処理学会論文誌, 50（1）, 430─436, 2009. 
Matsuda Y., Yamaguchi K.  Linear Multilayer ICA Using Adaptive PCA. Neural Processing Letters, 30（2）, 133─144, 2009. 

広域システム科学系
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山本 三雄, 関谷 貴之, 山口 和紀.  情報教育における理論と技術に関する研究の調査. 情報処理学会論文誌. 50（10）, 2449─2461, 2009. 
Matsuda Y., Yamaguchi K.  A Simple Overcomplete ICA Algorithm by Non-Orthogonal Pair Optimizations. IJCNN2009, 

Atlanta, Georgia, USA, 2027─2031, 2009. 
Matsuda Y., Yamaguchi K.  Joint Approximate Diagonalization Utilizing AIC-based Decision in the Jacobi Method. ICANN2009, 

Limassol, Cyprus, LNCS 5769, Springer-Verlag, 135─144, 2009. 
Matsuda Y., Yamaguchi K.  An Adaptive Threshold in Joint Approximate Diagonalization by the Information Criterion. 

ICONIP2009, LNCS 5863, 2009. 

山口  泰（Yasushi Yamaguchi）
深田 陽子, 山口 泰.  年齢相応な顔の魅力操作法.  電子情報通信学会論文誌, Vol.J92-D, No.8, 1166─1175, 2009. 
任 陶, 山口 泰.  日本マンガの対話的なカラー化.  Visual Computing / グラフィクスとCADシンポジウム論文集 （DVD-ROM）,  
17.  画像電子学会 - 情報処理学会.  2009. 

鈴木 裕一, 山口 泰.  動画像編集のための動き推定.  情報処理学会研究報告, 2009-CG-135, No.1, 1─6, 2009.
Javaによる 3Dグラフィクス入門.  1─174.  昭晃堂.  2009. 
日本図学会編.  図学用語辞典.  森北出版株式会社.  2009.

横山  ゆりか（Yurika Yokoyama）
古賀 紀江, 横山 ゆりか.  環境評価実験の体験学習 -日韓の高齢者居住施設における食事場所を題材として-. 日本建築学会建築教

育研究論文報告集, 9, 53─58, 2009. 
横山 ゆりか.  建築家と素人の設計プロセスに見られる思考単位の違い. 日本建築学会学術講演梗概集（東北）Ｅ-2 教育, 選抜論文

梗概, 699─702, 2009. 
元岡 展久, 横山 ゆりか.  すまいの間取りに関する授業の試み  ─「住居学概論」での課題を通して─. 日本建築学会学術講演梗概

集（東北）E-2 教育, 選抜論文梗概, 707─710, 2009. 

吉田  丈人（Takehito Yoshida）
Jones, L.E., Becks, L., Ellner, S.P., Hairston, N.G.Jr., Yoshida, T., Fussmann, G.F.  Rapid contemporary evolution and clonal food 

web dynamics. Phil. Trans. R. Soc. B, 364, 1579─1591, 2009. 
大串 隆之, 近藤 倫生, 吉田 丈人（編著）.  シリーズ群集生態学 2 進化生物学からせまる. 1─327. 京都大学学術出版会（京都）. 2009. 

大学院生，学振特別研究員など 
市川 和子.  水戸駅という若者の居場所.  人文地理.  61（2）, 126─138, 2009.  
岡部 遊志.  フランスにおける地方分権と地域開発政策の変容.  経済地理学年報.  55.  253─266.  2009.  
外枦保 大介.  企業城下町における産学官連携と主体間関係の変容−山口県宇部市を事例として−.  地理学評論, 82, 26─45.  2009.  
外枦保 大介.  企業城下町における立地慣性と政治力学.  立地調整の経済地理学.  （松原 宏 編著）.  161─176.  原書房（東京）.  2009.  
中村 努.  地域医療情報ネットワークにおける情報技術の構築と受容過程.  経済地理学年報, 55, 150─167, 2009.  
長沼 佐枝, 荒井 良雄, 江崎 雄治.  地方中核都市の郊外における人口高齢化と住宅地の持続可能性--福岡市の事例.  経済地理学年

報.  54, 310─326, 2008.  
保高 英児, 中村 努.  海外医薬品流通からのメッセージ（米国編）─米国の医療風土と医薬品卸の機能  第 1 回  卸の台頭と収斂, 

ローコストと付加価値で直販打破.  Monthlyミクス.  37（10）, 70─73, 2009.  
保高 英児, 中村 努.  海外医薬品流通からのメッセージ（米国編）─米国の医療風土と医薬品卸の機能  第 2 回  3 大卸, 異なる経営

モデルで事業展開…ローコスト・多角化・情報支援.  Monthlyミクス, 37（11）, 70─73, 2009.  
保高 英児, 中村 努.  海外医薬品流通からのメッセージ（米国編）─米国の医療風土と医薬品卸の機能  第 3 回  物流効率化と薬局

フランチャイズ事業の深耕.  Monthlyミクス, 37（13）, 60─63, 2009.  
保高 英児, 中村 努.  海外医薬品流通からのメッセージ（米国編）─米国の医療風土と医薬品卸の機能  第 4 回  米国型卸フィービ

ジネス展開と日本卸の対応.  Monthlyミクス, 37（14）, 76─79, 2009.  
山本 健太.  ソウルにおけるアニメーション産業の集積と特質−国際分業および労働市場に着目して−.  季刊地理, 60, 185─206.  

2008.  
村山 良之, 照内 弘通, 山本 健太, 関根 良平, 宮澤 仁.  外邦図デジタルアーカイブの構築の経過と今後の課題.  近代日本の地図作

製とアジア太平洋地域─「外邦図」へのアプローチ.  （小林 茂 編）.  424─435.  大阪大学出版会（大阪）.  2009.  
與倉 豊.  産学公の研究開発ネットワークとイノベーション─地域新生コンソーシアム研究開発事業を事例として─.  地理学評

論.  82, 521─547, 2009.  
與倉 豊.  イノベーションの空間性と産業集積の継続期間.  地理科学.  64, 78─95, 2009.  
與倉 豊.  日本工業の地域構造の再編.  立地調整の経済地理学.  （松原 宏 編著）.  28─37.  原書房（東京）.  2009.  
Igisu, M., Ueno, Y., Shimojima, M., Nakashima, S., Awramik, S. M., Ohta, H., Maruyama, S.  Micro-FTIR signature of bacterial 

lipids in Proterozoic microfossils.  Precambrian Research, 173, 19─26, 2009.
Yamamoto, A., Tanabe, K., Isozaki, Y.  The Lower Cretaceous fresh water stromatolite from Kyushu, Japan. Paleontological 

Research 13, 139─149, 2009.
佐藤 友彦, 磯﨑 行雄, 松尾 基之.  原生代末期−古生代前期における深海の酸化還元環境：57Fe メスバウアー分光法による遠洋深

海チャートの検討. 地質学雑誌 115, 391─399, 2009. 

業績リスト
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相関基礎科学系
青木  貴稔（Takatoshi Aoki）
Voigt, A.-C., Taglieber, M., Costa, L., Aoki, T. Wieser, W., Hänsch, T. W. and Dieckmann, K.  Ultracold Heteronuclear Fermi-

Fermi Molecules. Phys. Rev. Lett. 102, 020405, 2009. 
Kobayashi, J,. Shibata, K., Aoki, T., Kumakura, M. and Takahashi, Y.  Fictitious magnetic resonance by quasielectrostatic field, 

Appl. Phys. B: Lasers and Opt. 95, 361, 2009. 

青木  優（Masaru Aoki）
Aoki, M., Toyoshima, S., Kamada, T., Sogo, M., Masuda, S., Sakurai, T., Akimoto, K.  Level alignment of gap state at organic-

metal interface. J. Appl. Phys., 106, 043715, 2009. 
Masuda, S., Sasaki, K., Sogo, M., Aoki, M., Morikawa, Y.  Electron emission spectra of thermal collisions of He metastable atoms 

with Au（111） and Pt（111） surfaces: evidence for Penning ionization. Phys. Rev. A, 80, 040901（R）, 2009. 

石原  孝二（Kohji Ishihara）
石原 孝二.  「他者と時間──フッサールの他者論とフッサール, ベルクソン」『哲学雑誌』124巻 796 号, 2009 年 10 月, pp. 1─14. 
石原 孝二.  「脳機能エンハンスメントと社会」UTCP Booklet 8『エンハンスメント・社会・人間性』, 東京大学グローバルCOE「共

生のための国際哲学教育研究センター」. 2009 年 3 月, pp. 39─49. 

今井  良宗（Yoshinori Imai）
Maeda, A., Ohashi, T., Kitano, H., Tanaka, R., Imai, Y., Tsukada, I., Naito M.  Crossover from supercnductivity fluctuation to 

vortex picture in the vortex state of high-Tc cuprate superconductors. Journal of Physics: Conference Series, 150, 052146/
1─4, 2009. 

榎本  真哉（Masaya Enomoto）
Kida, N., Hikita, M., Kashima, I., Okubo, M., Itoi, M., Enomoto, M., Kato, K., Takata, M. and Kojima, N.  “Control of Charge 

Transfer Phase Transition and Ferromagnetism by Photoisomerization of Spiropyran for an Organic-Inorganic Hybrid 
System, （SP）［ FeIIFeIII（dto）3］ （SP = spiropyran, dto = C2O2S2）. J. Am. Chem. Soc., 131, 212─220, 2009. 

Enomoto, M. and Kojima, N.  “Magnetic dilution effect on the charge transfer phase transition and the ferromagnetic transition 
for an iron mixed-valence complex, （n-C3H7）4N［FeII

1-xZnII
xFeIII（dto）3］ （dto = C2O2S2）”. Polyhedron, 28, 1826─1829, 2009. 

Kagesawa, K., Ono, Y., Enomoto, M. and Kojima, N.  “Study on the valence fluctuation and the magnetism of an iron mixed-
valence complex, （n-C4H9）4N［FeIIFeIII（mto）3］ （mto = C2O3S）”. Polyhedron, 28, 1822─1825, 2009. 

Kida, N., Hikita, M., Kashima, I., Enomoto, M., Itoi, M. and Kojima, N.  “Mössbauer spectroscopic study of photo-sensitive 
organic–inorganic hybrid system, （SP）［Fe（II）Fe（III）（dto）3］ （dto = C2O2S2, SP = spiropyran）”. Polyhedron, 28, 1694─1697, 
2009. 

Enomoto, M., Kida, N., Watanabe, I., Suzuki, T. and Kojima, N.  “Spin dynamics of the ferromagnetic transition in iron mixed-
valence complexes, （n-CnH2 n +1）4N［FeIIFeIII（dto）3］ （dto = C2O2S2, n=3-5） by μSR”. Physica B, 404, 642─644, 2009. 

榎本 真哉.  「こんなモノ！が電気を流す」をよりよく理解するために  金属, 半導体, 絶縁体の解説.  （「化学と教育」誌  編集委員
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